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六
十
一
年
度
通
信
制
生
徒
募
集

　
　
　
　
　
　
　
県
立
高
田
南
城
高
等
学
校

　
働
き
な
が
ら
、
主
と
し
て
n
宅

で
受
け
る
通
信
教
育
に
よ
っ
て
、

高
等
学
校
の
学
力
と
卒
業
資
格
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

o
入
学
資
格

　
中
学
校
卒
業
（
見
込
）
ま
た
は
、

　
こ
れ
と
同
等
以
上
の
資
格
を
有

　
す
る
者
。
性
別
・
年
齢
に
制
限

　
な
し
。

○
募
集
コ
ー
ス

　
ー
、
卒
業
コ
ー
ス
（
普
通
科
）

　
2
、
科
目
別
コ
ー
ス
（
希
望
す

　
　
　
る
一
部
科
目
の
み
の
履
修
）

o
願
書
受
付
期
間

　
昭
和
六
十
｝
年
二
月
二
卜
一
日

　
（
金
）
か
ら
四
月
卜
日
（
木
）

ま
で
（
必
着
）

o
授
業
料
　
　
無
料

o
修
学
奨
励

　
修
学
奨
励
金
の
貸
与
制
度
な
ど

　
が
あ
り
ま
す
．

※
入
学
案
内
お
よ
び
入
学
願
書
の

　
請
求
は
、
返
信
用
封
筒
（
し
ト

　
円
切
手
を
は
り
宛
名
を
明
記
）

　
を
同
封
し
て
次
の
所
へ
請
求
し

　
て
下
さ
い
．

〒
几
四
三

上
越
市
南
城
町
三
丁
目
三
番
八
号

新
潟
県
立
高
田
南
城
高
等
学
校
通

窮
牛
巾
奮
〇
二
五
五
－
二
四
l
O
五
二
三

NHK学園

通信講座で学習を！

　
N
H
K
学
園
で
は
、
生
涯
学
習

の
春
の
受
講
生
と
高
等
学
校
の
生

徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
生
涯
学
習
（
通
信
講
座
）

　
教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の

　
書
道
、
硬
筆
、
俳
句
、
短
歌
、

　
囲
碁
な
ど
二
十
二
講
座
で
す
。

○
申
入
受
付

　
二
月
十
五
日
～
四
月
十
五
日

▽
高
等
学
校
　
普
通
科
コ
ー
ス

　
（
通
信
教
育
）

　
四
年
間
の
学
習
で
高
卒
資
格
が

　
取
得
で
き
ま
す
．

○
申
込
受
付

　
三
月
一
日
～
四
月
七
日
ま
で

▽
高
等
学
校
　
教
養
コ
ー
ス

　
（
通
信
教
育
）

　
国
語
・
英
語
な
ど
二
十
一
科
目

　
を
学
習
し
ま
す
．

o
申
込
受
付

　
三
月
一
日
～
四
月
三
十
日
ま
で

※
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方

　
は
、
近
く
の
N
H
K
ま
た
は
、

　
〒
一
八
六

　
東
京
都
国
立
吏
H
T
見
台
二
－

　
三
六
　
N
H
K
学
園
八
E
レ
一

　
係
に
、
講
座
名
ま
た
は
コ
ー
ス

　
名
、
あ
な
た
の
郵
便
番
号
・
住

　
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
ハ
ガ

　
キ
に
記
入
し
て
請
求
く
だ
さ
い
。

　
案
内
書
は
無
料
で
す
。

新
潟
県
の
最
低
賃
金
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
（
　
）
”
一
時
間
当
り

▽
新
潟
県
最
低
賃
金
（
全
産
業
）

三
、
三
六
し
円
（
四
、
．
円
）

　
（
六
卜
年
＋
月
四
H
実
笹

▽
食
品
・
飲
料
・
飼
料
製
造
業

三
、
六
几
し
円
（
四
六
二
巴

　
（
六
卜
年
＋
二
月
＋
κ
日
実
施
）

▽
繊
維
産
業

　
三
、
四
七
一
円
（
四
三
四
円
）

〇
三
、
三
七
四
円
（
四
二
』
円
）

　
（
六
±
隻
旦
H
実
施
）

▽
木
材
・
木
製
品
・
家
段
∵
装
備

　
品
製
造
業

　
三
、
八
一
八
円
（
四
し
し
円
）

〇
三
、
四
六
四
円
（
四
芸
二
円
）

　
（
六
十
年
十
二
月
二
卜
丘
H
実

　
施
4

▽
出
版
・
印
刷
関
連
産
業

　
三
、
八
七
九
円
（
四
八
症
円
）

〇
三
、
五
〇
九
円
（
四
二
瓦
円
）

　
（
六
＋
年
士
π
卜
瓦
H
実
施
）

▽
機
械
・
金
属
・
自
動
車
整
備
業

　
三
、
ん
二
六
円
（
四
几
一
円
）

　
（
六
十
一
年
一
月
八
日
実
施
）

▽
卸
売
・
小
売
業

　
三
、
六
工
パ
円
（
四
五
二
円
）

　
　
（
六
＋
年
レ
ニ
月
＋
κ
日
実
施
）

※
O
印
の
つ
い
た
賃
金
は
、
六
ケ

　
月
未
満
等
の
技
能
習
得
中
の
者
。

穰
　
、
月
・
ゲ
の
発
行
が
．
†
定
よ
り
遅

れ
て
し
ま
い
ま
し
て
、
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
．

　
今
年
は
、
心
配
す
る
程
の
大
ψ
，

に
な
ら
な
い
の
で
は
、
と
喜
こ
ん

で
い
た
所
、
寒
波
の
襲
来
と
と
も

に
積
雪
最
も
グ
ン
と
増
え
一
月
二

卜
四
H
午
後
κ
時
、
つ
い
に
、
豪

雪
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

二
卜
症
H
正
午
に
は
県
の
災
害
救

助
条
例
も
適
用
と
な
り
、
　
一
変
し

て
大
豪
弟
，
へ
の
突
入
と
な
り
ま
し

た
。　
西
頸
城
郡
の
能
生
町
で
は
、
ナ

ダ
レ
で
レ
三
入
も
の
犠
牲
者
が
出

ま
し
た
。
町
内
で
も
ナ
ダ
レ
の
危

険
ケ
所
が
沢
由
あ
り
ま
す
の
で
ト

分
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
今
年
も

も
う
す
ぐ
税
の
巾
告
が
始
ま
り
ま

す
．
そ
の
場
に
な
っ
て
あ
わ
て
な

い
よ
う
必
要
な
書
類
は
、
今
か
ら

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
尚
、
今
号
で
は
郷
土
提
言
（
論

文
）
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
三
月
号
よ
り
続
け
て
掲
載
い

た
し
ま
す
．

広報

、
『
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3月23日（旧）
第3回スキーカーニバル

松之山温泉スキー場

ξ
どノ

ざ

〃

ブ
ぎ
・
ノ
謡
ψ

凶
4
で
み
）
ゼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
詔
。
』

　
三
月
二
十
三
日
、
松
之
山
温
泉

ス
キ
i
場
で
第
三
回
ス
キ
ー
カ
ー

二
、
、
ハ
ル
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
新
し
い
企
画
も
加
わ
り
、
ビ
ッ

グ
な
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
、
子

供
か
ら
大
人
ま
で
『
日
充
分
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
本
格
的
な
ス
キ
ー
競
技
会
「
カ

ザ
マ
カ
ッ
プ
大
回
転
大
会
」
も
今

年
で
三
回
目
、
年
々
参
加
者
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
大
好
評
の
ラ
ビ
ッ
ト
ス
ー
プ
（
う

さ
ぎ
汁
）
と
甘
酒
は
無
料
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
い
っ
ぱ
い
仕
込
ん
で
待

っ
て
い
ま
す
。

「
地
元
の
味
を
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
」
と

味
み
名
店
街
で
は
、
け
ん
ち
ん
汁
、

ぼ
た
も
ち
、
手
打
そ
ば
な
ど
／
＼

。
客

　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
“
ρ

　
　
　
　
　
し

。
蒙
、

　
　
　
　
　
　
．
ら
o

　
　
　
　
　
　
亭
！
o

　
　
　
　
　
　
り

→
　
　
　
　
　
6

畠
“
〃

霧、．
．
　
細

＼

兜

自
慢
の
味
を
そ
ろ
え
て
待
っ
て
い

ま
す
。

　
子
供
達
に
も
喜
こ
ば
れ
る
企
画

が
い
っ
ぱ
い
、
雪
中
宝
さ
が
し
と

ボ
ブ
ス
レ
ー
大
会
。
元
気
な
チ
ビ

ッ
コ
大
集
合
し
て
下
さ
い
、
賞
品

が
あ
り
ま
す
よ
。

　
大
人
の
方
へ
新
企
画
、
”
一
升
酒

早
飲
み
大
会
”
た
だ
し
、
一
人
で

一
升
飲
む
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

八
人
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
い
た
だ

き
茶
碗
｝
杯
の
酒
を
ス
ト
ロ
ー
で

飲
ん
で
は
次
の
人
に
タ
ッ
チ
す
る

リ
レ
i
形
式
で
行
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
早
く
一
升
カ
ラ
に
し
た
チ
ー

ム
の
勝
ち
で
す
。

　
酒
飲
み
仲
間
で
チ
ー
ム
を
作
っ

む
淑
．壕罪
ら
　
　
　
い
ま
げ
じ
リ
ニ

も
隔
．
．
“
｝
霧
　
鐸
が
b

慧
ヤ
、
’
…
、
．
．
；
、
、

－
・
θ
　
～
“
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
｝

診夕
9

繍
！！

．
7
々

　
ぎ

．
．
一
｝
　
ζ
〆
・
－
Q

　
．
ノ
　
　
　
だ
　
．

　
．
．
、
　
　
　
U
　
A
H
ー

　
一
帯

て
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
4

て
応
募
し
て
く
だ

さ
い
．
先
着
＋
チ

ー
ム
ま
で
受
付
け

ま
す
。

　
し
め
切
、
三
月
十

八
日
、
応
募
先
、
役
場
内

振
興
課
（
六
－
三
＝
一
＝
）

ま
で
．

形

　
雪
上
ス
テ
ー
、
シ
で
は
ア
マ
チ
ュ

ア
．
シ
ャ
ズ
、
、
ハ
ン
ド
の
生
演
奏
や
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
カ
ラ
オ

ケ
の
ど
自
慢
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◎
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ア
ル
ペ
ン
大
会

　
（
大
回
転
）
出
場
者
募
集

　
三
月
十
八
日
ま
で
〃

　
参
加
資
格
は
小
学
生
か
ら
壮
年

ま
で
、
参
加
料
は
小
・
中
・
高
校

生
五
百
円
、
一
般
千
円
と
な
っ
て

4
ク

ヘ
ヤ

ヘ
領
（厩、

察
＼4

一
，

　
　
　
　
誌

　
　
　
　
　
　
、
　
晦

　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
馬

　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
『
匂

　
　
　
　
　
　
ワ
　
　
　

　
　
函
γ
5
7

い
ま
す
。
表
彰
は
各
組
と
も
一
位

か
ら
三
位
ま
で
（
小
学
生
は
六
位

ま
で
）
賞
品
が
あ
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
凌
雲
閣
ホ
テ
ル
内

松
之
山
ス
キ
i
協
会
事
務
局
へ

電
話
六
－
二
一
〇
〇

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は

　
　
　
　
　
　
　
三
月
十
五
日
ま
で

　
昭
和
六
十
年
分
の
所
得
税
の
申

告
と
納
税
は
も
う
お
済
み
、
で
し
ょ

う
か
。
申
告
も
納
税
も
期
限
は
三

月
十
五
日
（
土
）
で
す
。
期
限
内

に
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

　
確
｛
．
疋
申
告
を
し
て
所
得
控
除
や

税
額
控
除
を
受
け
る
場
合
に
は
、

領
収
書
や
証
明
書
な
ど
を
添
付
し

た
り
提
示
し
た
り
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
な
お
、
主
な
控
除
に
必
要
な
書

類
は
次
の
と
お
り
、
で
す
か
ら
、
控

除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
こ

れ
ら
の
書
類
を
用
意
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
．

一
、
医
療
費
控
除

　
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

二
、
生
命
保
険
料
控
除

　
一
般
の
生
命
保
険
な
ど
、
で
』
契

　
約
の
保
険
料
や
掛
金
が
年
間
で

　
九
千
円
を
超
え
る
も
の
に
つ
い

　
て
は
、
そ
の
支
払
保
険
料
の
証

　
明
書

三
、
損
害
保
険
料
控
除

　
支
払
っ
た
保
険
料
の
証
明
書

　
所
得
税
の
納
税
の
方
法
に
、
振

替
納
税
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
銀
行
な
ど
の
預
金
口
座
か

ら
振
替
に
よ
っ
て
納
税
す
る
も
の

で
す
か
ら
、
こ
の
制
度
を
利
用
す

れ
ば
納
税
の
た
め
の
手
数
が
少
な

く
て
済
み
、
ま
た
、
つ
い
ラ
っ
か

り
納
期
限
を
忘
れ
滞
納
し
て
し
ま

う
こ
と
も
な
く
な
り
大
変
便
利
で

す
。　

確
定
申
告
に
つ
い
て
の
熟
、
｝
相
談

は
、
お
気
軽
に
税
務
署
、
役
場
税

務
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

6月1日から

新しくなります。

　
現
在
三
人
目
以
降
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
て
い

る
児
童
手
当
が
、
六
月
一
日
か
ら

義
務
教
育
就
学
前
児
童
を
含
む
二

人
以
上
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
に
支
給
さ
れ
る
制
度
に
変
わ
り

ま
す
。

　
な
お
、
今
ま
、
で
受
給
さ
れ
て
い

た
人
が
急
に
も
ら
え
な
く
な
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
段
階
的
に
支
給

対
象
が
変
わ
り
、
昭
和
六
十
三
年

四
月
か
ら
制
度
が
完
成
さ
れ
ま
す
。

▽
昭
和
六
十
『
年
六
月
一
日
か
ら

　
昭
和
六
十
一
一
年
三
月
三
十
一
日

　
ま
で

一
、
受
給
資
格
者

①
昭
和
五
十
九
年
六
月
二
日
以
降

　
に
生
ま
れ
た
児
童
を
含
む
十
八

　
歳
未
満
の
児
童
を
二
人
以
上
養

　
育
し
て
い
る
人
．

②
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
を
含

　
む
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人

　
以
上
養
育
し
て
い
る
人
。

　
（
現
行
制
度
と
同
じ
）

　
た
だ
し
、
前
年
の
収
入
が
一
定

　
の
額
以
上
の
人
は
受
給
で
き
ま

　
せ
ん
。

二
、
支
給
額
（
月
額
）

①
二
人
目
の
二
歳
未
満
（
六
十
一

　
年
六
月
一
日
現
在
）
の
子
供
に

　
つ
い
て
は
二
、
五
〇
〇
円
。

②
三
人
目
以
降
の
義
務
教
育
終
了

　
前
の
子
供
に
つ
い
て
は
五
、
O

　
O
O
円
。

　
（
町
民
税
所
得
割
非
課
税
者
の

　
二
、
O
O
O
円
加
算
は
廃
止
に

　
な
り
ま
す
。

三
、
そ
の
他

　
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
以
降

　
の
実
施
内
容
に
つ
い
て
は
、
次

　
の
と
き
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
役
場
住
民
課
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

保険料が4月から

　　7，100円に

　　　　　変わります。

　
今
年
四
月
』
日
か
ら
大
き
く
変

わ
る
年
金
制
度
、
国
民
年
金
、
厚

生
年
金
、
共
済
年
金
の
一
本
化
が

行
わ
れ
ま
す
．

　
こ
の
制
度
改
正
は
、
将
来
安
定

し
た
年
金
を
受
け
て
い
た
だ
く
た

め
に
是
非
と
も
必
要
な
改
正
で
す
。

　
こ
の
改
正
に
と
も
な
う
各
種
届

出
は
、
通
知
が
行
き
ま
す
の
で
忘

れ
ず
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

　
さ
て
、
国
民
年
金
の
保
険
料
に

つ
い
て
、
で
す
が
、
今
年
四
月
か
ら

定
額
保
険
料
の
方
は
一
カ
月
に
つ

き
七
、
　
一
〇
〇
円
に
改
め
ら
れ
ま

す
。
付
加
保
険
料
を
納
め
て
い
る

方
は
七
、
五
〇
〇
円
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
加
入
者

全
員
が
同
じ
、
定
額
制
を
取
っ
て

い
る
た
め
、
急
激
な
負
担
増
を
さ

し
ひ
か
え
て
、
毎
年
、
除
々
に
引

き
上
げ
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ

て
，
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
を
将
来
に
わ
た
っ
て

健
全
に
運
営
し
て
い
く
た
め
に
保

険
料
の
改
正
に
つ
い
て
㌔
、
一
理
解
と

軌
、
｝
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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3月23日（旧）
第3回スキーカーニバル

松之山温泉スキー場

ξ
どノ

ざ

〃

ブ
ぎ
・
ノ
謡
ψ

凶
4
で
み
）
ゼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
詔
。
』

　
三
月
二
十
三
日
、
松
之
山
温
泉

ス
キ
i
場
で
第
三
回
ス
キ
ー
カ
ー

二
、
、
ハ
ル
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
新
し
い
企
画
も
加
わ
り
、
ビ
ッ

グ
な
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
、
子

供
か
ら
大
人
ま
で
『
日
充
分
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
本
格
的
な
ス
キ
ー
競
技
会
「
カ

ザ
マ
カ
ッ
プ
大
回
転
大
会
」
も
今

年
で
三
回
目
、
年
々
参
加
者
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
大
好
評
の
ラ
ビ
ッ
ト
ス
ー
プ
（
う

さ
ぎ
汁
）
と
甘
酒
は
無
料
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
い
っ
ぱ
い
仕
込
ん
で
待

っ
て
い
ま
す
。

「
地
元
の
味
を
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
」
と

味
み
名
店
街
で
は
、
け
ん
ち
ん
汁
、

ぼ
た
も
ち
、
手
打
そ
ば
な
ど
／
＼

。
客

　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
“
ρ

　
　
　
　
　
し

。
蒙
、

　
　
　
　
　
　
．
ら
o

　
　
　
　
　
　
亭
！
o

　
　
　
　
　
　
り

→
　
　
　
　
　
6

畠
“
〃

霧、．
．
　
細

＼

兜

自
慢
の
味
を
そ
ろ
え
て
待
っ
て
い

ま
す
。

　
子
供
達
に
も
喜
こ
ば
れ
る
企
画

が
い
っ
ぱ
い
、
雪
中
宝
さ
が
し
と

ボ
ブ
ス
レ
ー
大
会
。
元
気
な
チ
ビ

ッ
コ
大
集
合
し
て
下
さ
い
、
賞
品

が
あ
り
ま
す
よ
。

　
大
人
の
方
へ
新
企
画
、
”
一
升
酒

早
飲
み
大
会
”
た
だ
し
、
一
人
で

一
升
飲
む
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

八
人
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
い
た
だ

き
茶
碗
｝
杯
の
酒
を
ス
ト
ロ
ー
で

飲
ん
で
は
次
の
人
に
タ
ッ
チ
す
る

リ
レ
i
形
式
で
行
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
早
く
一
升
カ
ラ
に
し
た
チ
ー

ム
の
勝
ち
で
す
。

　
酒
飲
み
仲
間
で
チ
ー
ム
を
作
っ

む
淑
．壕罪
ら
　
　
　
い
ま
げ
じ
リ
ニ

も
隔
．
．
“
｝
霧
　
鐸
が
b

慧
ヤ
、
’
…
、
．
．
；
、
、

－
・
θ
　
～
“
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
｝

診夕
9

繍
！！

．
7
々

　
ぎ

．
．
一
｝
　
ζ
〆
・
－
Q

　
．
ノ
　
　
　
だ
　
．

　
．
．
、
　
　
　
U
　
A
H
ー

　
一
帯

て
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
4

て
応
募
し
て
く
だ

さ
い
．
先
着
＋
チ

ー
ム
ま
で
受
付
け

ま
す
。

　
し
め
切
、
三
月
十

八
日
、
応
募
先
、
役
場
内

振
興
課
（
六
－
三
＝
一
＝
）

ま
で
．

形

　
雪
上
ス
テ
ー
、
シ
で
は
ア
マ
チ
ュ

ア
．
シ
ャ
ズ
、
、
ハ
ン
ド
の
生
演
奏
や
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
カ
ラ
オ

ケ
の
ど
自
慢
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◎
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ア
ル
ペ
ン
大
会

　
（
大
回
転
）
出
場
者
募
集

　
三
月
十
八
日
ま
で
〃

　
参
加
資
格
は
小
学
生
か
ら
壮
年

ま
で
、
参
加
料
は
小
・
中
・
高
校

生
五
百
円
、
一
般
千
円
と
な
っ
て

4
ク

ヘ
ヤ

ヘ
領
（厩、

察
＼4

一
，

　
　
　
　
誌

　
　
　
　
　
　
、
　
晦

　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
馬

　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
『
匂

　
　
　
　
　
　
ワ
　
　
　

　
　
函
γ
5
7

い
ま
す
。
表
彰
は
各
組
と
も
一
位

か
ら
三
位
ま
で
（
小
学
生
は
六
位

ま
で
）
賞
品
が
あ
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
凌
雲
閣
ホ
テ
ル
内

松
之
山
ス
キ
i
協
会
事
務
局
へ

電
話
六
－
二
一
〇
〇

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は

　
　
　
　
　
　
　
三
月
十
五
日
ま
で

　
昭
和
六
十
年
分
の
所
得
税
の
申

告
と
納
税
は
も
う
お
済
み
、
で
し
ょ

う
か
。
申
告
も
納
税
も
期
限
は
三

月
十
五
日
（
土
）
で
す
。
期
限
内

に
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

　
確
｛
．
疋
申
告
を
し
て
所
得
控
除
や

税
額
控
除
を
受
け
る
場
合
に
は
、

領
収
書
や
証
明
書
な
ど
を
添
付
し

た
り
提
示
し
た
り
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
な
お
、
主
な
控
除
に
必
要
な
書

類
は
次
の
と
お
り
、
で
す
か
ら
、
控

除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
こ

れ
ら
の
書
類
を
用
意
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
．

一
、
医
療
費
控
除

　
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

二
、
生
命
保
険
料
控
除

　
一
般
の
生
命
保
険
な
ど
、
で
』
契

　
約
の
保
険
料
や
掛
金
が
年
間
で

　
九
千
円
を
超
え
る
も
の
に
つ
い

　
て
は
、
そ
の
支
払
保
険
料
の
証

　
明
書

三
、
損
害
保
険
料
控
除

　
支
払
っ
た
保
険
料
の
証
明
書

　
所
得
税
の
納
税
の
方
法
に
、
振

替
納
税
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
銀
行
な
ど
の
預
金
口
座
か

ら
振
替
に
よ
っ
て
納
税
す
る
も
の

で
す
か
ら
、
こ
の
制
度
を
利
用
す

れ
ば
納
税
の
た
め
の
手
数
が
少
な

く
て
済
み
、
ま
た
、
つ
い
ラ
っ
か

り
納
期
限
を
忘
れ
滞
納
し
て
し
ま

う
こ
と
も
な
く
な
り
大
変
便
利
で

す
。　

確
定
申
告
に
つ
い
て
の
熟
、
｝
相
談

は
、
お
気
軽
に
税
務
署
、
役
場
税

務
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

6月1日から

新しくなります。

　
現
在
三
人
目
以
降
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
て
い

る
児
童
手
当
が
、
六
月
一
日
か
ら

義
務
教
育
就
学
前
児
童
を
含
む
二

人
以
上
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
に
支
給
さ
れ
る
制
度
に
変
わ
り

ま
す
。

　
な
お
、
今
ま
、
で
受
給
さ
れ
て
い

た
人
が
急
に
も
ら
え
な
く
な
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
段
階
的
に
支
給

対
象
が
変
わ
り
、
昭
和
六
十
三
年

四
月
か
ら
制
度
が
完
成
さ
れ
ま
す
。

▽
昭
和
六
十
『
年
六
月
一
日
か
ら

　
昭
和
六
十
一
一
年
三
月
三
十
一
日

　
ま
で

一
、
受
給
資
格
者

①
昭
和
五
十
九
年
六
月
二
日
以
降

　
に
生
ま
れ
た
児
童
を
含
む
十
八

　
歳
未
満
の
児
童
を
二
人
以
上
養

　
育
し
て
い
る
人
．

②
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
を
含

　
む
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人

　
以
上
養
育
し
て
い
る
人
。

　
（
現
行
制
度
と
同
じ
）

　
た
だ
し
、
前
年
の
収
入
が
一
定

　
の
額
以
上
の
人
は
受
給
で
き
ま

　
せ
ん
。

二
、
支
給
額
（
月
額
）

①
二
人
目
の
二
歳
未
満
（
六
十
一

　
年
六
月
一
日
現
在
）
の
子
供
に

　
つ
い
て
は
二
、
五
〇
〇
円
。

②
三
人
目
以
降
の
義
務
教
育
終
了

　
前
の
子
供
に
つ
い
て
は
五
、
O

　
O
O
円
。

　
（
町
民
税
所
得
割
非
課
税
者
の

　
二
、
O
O
O
円
加
算
は
廃
止
に

　
な
り
ま
す
。

三
、
そ
の
他

　
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
以
降

　
の
実
施
内
容
に
つ
い
て
は
、
次

　
の
と
き
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
役
場
住
民
課
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

保険料が4月から

　　7，100円に

　　　　　変わります。

　
今
年
四
月
』
日
か
ら
大
き
く
変

わ
る
年
金
制
度
、
国
民
年
金
、
厚

生
年
金
、
共
済
年
金
の
一
本
化
が

行
わ
れ
ま
す
．

　
こ
の
制
度
改
正
は
、
将
来
安
定

し
た
年
金
を
受
け
て
い
た
だ
く
た

め
に
是
非
と
も
必
要
な
改
正
で
す
。

　
こ
の
改
正
に
と
も
な
う
各
種
届

出
は
、
通
知
が
行
き
ま
す
の
で
忘

れ
ず
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

　
さ
て
、
国
民
年
金
の
保
険
料
に

つ
い
て
、
で
す
が
、
今
年
四
月
か
ら

定
額
保
険
料
の
方
は
一
カ
月
に
つ

き
七
、
　
一
〇
〇
円
に
改
め
ら
れ
ま

す
。
付
加
保
険
料
を
納
め
て
い
る

方
は
七
、
五
〇
〇
円
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
加
入
者

全
員
が
同
じ
、
定
額
制
を
取
っ
て

い
る
た
め
、
急
激
な
負
担
増
を
さ

し
ひ
か
え
て
、
毎
年
、
除
々
に
引

き
上
げ
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ

て
，
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
を
将
来
に
わ
た
っ
て

健
全
に
運
営
し
て
い
く
た
め
に
保

険
料
の
改
正
に
つ
い
て
㌔
、
一
理
解
と

軌
、
｝
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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松之山スキー競技大会成績表

アルペン

ノルデック2月2日

ず

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

▼
幼
年
女
子
A
組
　
　
　
　
分
秒

①
伏
見
英
子
（
J
R
C
）
　
　
　
51・
4
9

②
小
野
島
敏
子
（
松
代
小
）
　
　
5
4
・
47

③
相
沢
み
ど
り
（
松
代
小
）
　
　
5
5
的

▼
幼
年
女
子
8
組

①
佐
藤
麻
紀
（
松
里
小
）
　
　
　
5
4
訂

②
植
木
芽
久
美
（
松
之
山
小
）
　
5
8
・
7
9

③
村
山
由
香
里
（
松
之
山
小
Y
・
0
0
・
5
8

▼
幼
年
男
子
A
組

①
小
野
塚
浩
㎝
（
松
里
小
）
　
　
4
8
・
8
5

②
滝
沢
　
望
（
津
南
J
R
C
）
　
5
0
・
0
2

③
大
倉
　
猛
（
津
南
J
R
C
）
　
50・
3
6

▼
幼
年
男
子
B
組

①
植
木
竜
博
（
松
之
山
小
）
　
　
5
1
・
4
9

②
佐
藤
康
之
（
松
里
小
）
　
　
　
5
2
・
61

③
米
持
将
人
（
室
野
ス
キ
ー
C
）
5
2
・
7
5

▼
少
姦
（
睾
）

①
山
田
千
鶴
（
津
南
中
）
　
　
－
・
2
7
・
12

②
藤
木
陽
子
（
津
南
中
）
　
　
1
・
3
8
・
60

③
津
端
珠
代
（
津
南
中
）
　
　
1
・
3
9
・
53

▼
少
年
組
（
中
学
）

①
関
谷
敏
郎
（
松
代
中
）
　
　
1
・
27
・
4 2

②
涌
井
英
樹
（
津
南
中
）
　
　
－
・
2
9
・
9
2

③
高
橋
　
猛
（
松
之
山
中
）
　
－
・
3
0
・
0
3

▼
高
校
組

①
佐
藤
一
徳
（
安
高
松
之
山
）
1
・
2
8
・
0
5

②
久
保
田
正
志
（
安
高
松
之
山
）
1
・
28・
4
2

③
中
島
　
毅
（
安
高
松
之
山
）
1
・
2
9
・
7
8

▼
成
年
女
子

①
若
杉
智
子
（
．
長
岡
）
　
　
1
・
5
3
・
5
3

②
久
保
田
弘
美
（
埼
玉
）
　
　
－
・
5
5
ゲ
8
6

③
松
本
寿
子
（
埼
玉
）
　
　
2
・
1
3
・
3
6

▼
成
年
男
子
　
一
組

①
島
田
　
保
（
津
南
）
　
　
1
・
28・
8
5

②
大
藤
雅
史
（
埼
玉
）
　
　
　
1
・
2
8
・
98

③
増
田
正
一
（
安
塚
）
　
　
1
・
3
0
・
2
8

▼
成
年
男
子
　
二
組

①
奥
山
富
雄
（
柏
崎
）
　
　
　
1
・
28・
8
5

②
志
賀
悦
雄
（
埼
玉
）
　
　
　
1
・
3
0
・
50

③
佐
藤
嘉
＝
柏
崎
）
　
　
－
・
3
0
力

▼
成
年
男
子
　
三
組

①
植
木
正
昭
（
安
塚
土
木
）
　
　
4
7
・
5
6

②
高
橋
英
次
（
M
R
C
）
　
　
　
5
0
・
7
3

③
村
山
達
三
（
松
代
）
　
　
　
　
51・
6
7

ス
一
フ
ロ
ー
ム

▼
幼
年
男
子
　
A
組
　
　
　
分
秒

①
涌
井
　
享
（
津
南
J
R
C
）
1
・
1
6
7
4

②
大
倉
　
猛
（
津
南
J
R
C
）
1
・
1
8
・
69

③
津
端
岳
夫
（
津
南
J
R
C
V
1
・
B
・
3
5

▼
幼
年
男
子
　
B
組

①
佐
藤
康
之
（
松
里
小
）
　
　
1
・
2
5
・
2
5

②
村
山
　
臣
（
松
里
小
）
　
　
1
・
2
5
・
4
5

③
島
田
直
志
（
津
南
J
R
C
）
1
・
2
7
・
3
1

▼
少
女
組

①
津
端
珠
代
（
津
南
中
）
　
　
1
・
2
4
・
0
1

②
涌
井
順
子
（
津
南
中
）
　
　
1
・
2
4
・
4
0

③
山
田
千
鶴
（
津
南
中
）
　
　
1
・
2
6
・
9
4

▼
少
年
組

①
高
橋
　
猛
（
松
之
山
中
）
　
1
・
3
8
・
96

②
涌
井
英
樹
（
津
南
中
）
　
　
1
・
姐
血

③
．
石
沢
一
泰
（
津
南
中
）
　
　
1
・
姐
．
64

▼
高
校
組

①
佐
藤
一
徳
（
安
高
松
之
山
）
1
・
3
2
・
8
3

②
中
島
　
毅
（
安
高
松
之
山
）
1
・
3
3
・
61

③
市
川
清
司
（
松
代
高
）

▼
成
年
　
一
組

①
大
藤
雅
史
（
埼
玉
）

②
増
田
正
二
安
塚
）

③
金
沢
昌
智
（
津
南
）

▼
成
年
　
二
組

①
奈
須
川
隆
（
埼
玉
）

②
志
賀
悦
雄
（
埼
玉
）

③
佐
藤
嘉
文
柏
崎
）

▼
成
年
三
組

①
植
木
正
昭
（
安
塚
土
木
）

②
鵜
川
尚
之
（
安
塚
土
木
）

③
村
山
達
三
（
松
代
）

1　　1　　1　　　　　1　　1　　1　　　　　1　　1　　1　　　　　1

24　24　20　　　4341　39　　　41　41　40　　　39

66　60　86　　　　54　46　10　　　　4609　74　　　　62

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

▼
幼
女
A
組

①
山
岸
正
美
（
浦
田
小
）

②
庄
山
圭
子
（
豊
原
小
）

③
本
臼
美
加
（
豊
原
小
）

▼
幼
女
B
組

①
柳
　
妙
子
（
松
代
小
）

②
佐
藤
美
穂
（
松
里
小
）

③
渡
辺
千
愛
（
牧
　
小
）

▼
幼
年
A
組

①
吉
野
満
彦
（
安
塚
小
〉

②
小
菅
浩
一
（
安
塚
小
）

③
山
賀
淳
一
（
松
代
小
）

▼
幼
年
B
組

①
飯
田
恒
生
（
牧
　
小
）

分
・
秒

12　　　12　12　11　　　11　11　10　　　11　11　11

39　　　　31　06　42　　　　38　04　43　　　　49　26　16

②
中
村
靖
宏
（
牧
　
小
）

③
飯
塚
一
馬
（
浦
田
小
）

▼
少
女
組

①
日
下
部
さ
や
か
（
安
塚
中
）

②
小
菅
江
美
（
安
塚
中
）

③
桑
原
由
加
子
（
中
里
中
）

▼
少
年
組

①
柳
　
高
浩
（
松
代
中
）

②
吉
野
隆
二
安
塚
中
）

③
斉
藤
真
也
（
松
代
中
）

▼
高
校
・
成
年
組

①
小
林
要
太
（
安
高
松
之
山
）

②
村
山
　
保
（
安
高
松
之
山
）

③
保
坂
直
樹
（
安
高
松
之
山
）

リ
レ
ー

▼
幼
女
組

①
豊
原
小
（
板
倉
町
）

②
浦
田
小
（
松
之
山
町
）

③
牧
小
（
牧
村
）

▼
幼
年
組

①
安
塚
小
（
安
塚
町
）

②
牧
小
A
（
牧
村
）

③
豊
原
小
（
板
倉
町
）

▼
少
女
組

①
浦
田
中
（
松
之
山
町
）

▼
少
年
組

①
松
代
中
（
松
代
町
）

②
松
之
山
中
A
（
松
之
山
町
）

③
中
里
中
（
中
里
村
）

▼
高
校
・
成
年
組

①
松
代
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

②
松
之
山
町
役
場

26　25　21　　　21　21　20　　　　12　12　12　　　　13　12

32　56　37　　　31　21　49　　　54　27　19　　　04　58

「

いじめ
　　いじめっ子

その3

　
現
代
の
い
じ
め
の
大
き
な
特
徴

は
、
い
じ
め
っ
子
自
身
、
い
じ
め

て
い
る
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
い

な
い
こ
と
で
す
。

目
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
と
れ
る
半

　
面
、
他
人
に
対
す
る
思
い
や
り

　
や
温
か
み
に
欠
け
る
。

　
こ
の
よ
う
な
現
代
の
い
じ
准
っ

子
に
共
通
す
る
タ
イ
プ
と
し
て
は
、

ま
ず
成
績
が
良
く
、
発
言
力
も
あ

る
事
か
ら
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
る
こ
と
が
で
き
る
反
面
、
自
己

顕
、
示
欲
が
強
く
、
他
人
に
対
す
る

思
い
や
り
や
温
か
み
に
欠
け
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

■
親
へ
の
不
信
感
や
不
満
が
砂
い

　
じ
め
々
に
走
ら
せ
る
。

　
い
じ
め
っ
子
は
、
家
庭
で
は
”
い

い
子
”
と
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
意
外
と
思
え
る
ほ
ど
多
い
よ
う

で
す
。
母
親
の
イ
メ
ー
、
シ
と
し
て

は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
情
緒
不

安
定
で
感
情
に
ム
ラ
が
あ
り
、
気

分
の
変
化
の
激
し
い
タ
イ
プ
を
思

い
浮
か
、
べ
ま
す
。

　
子
供
に
し
て
み
れ
ば
逆
ら
う
と

面
倒
な
の
で
、
ハ
イ
ハ
イ
と
“
い

い
子
”
を
装
う
。
つ
ま
り
、
心
を

閉
じ
て
肝
分
を
抑
制
t
て
い
る
わ

け
で
、
し
だ
い
に
親
に
対
す
る
不

信
・
不
満
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
閉
ざ
さ
れ
た
心
が
自
分
よ

り
”
弱
い
者
”
に
対
し
て
向
け
ら

れ
て
い
く
と
き
、
い
じ
め
が
発
生

す
る
の
で
す
。

　
い
じ
め
っ
子
の
特
徴
を
考
え
る

と
き
、
為
う
一
つ
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
の
が
、
乳
幼
児
期
か
ら
の
生

育
歴
i
な
か
で
も
親
子
関
係
の

在
り
方
で
す
。
甘
や
か
し
、
溺
愛
、

放
任
が
ど
の
程
度
あ
っ
た
か
、
そ

の
結
果
、
わ
が
ま
ま
（
自
己
中
心
）

が
助
長
さ
れ
、
一
方
で
耐
性
（
が

ま
ん
す
る
心
）
の
欠
如
を
も
た
ら

し
た
の
で
は
な
い
か
…
…
。

　
こ
う
し
た
生
育
歴
に
自
己
顕
示

欲
の
強
い
性
格
が
重
な
っ
て
、
い

じ
め
の
素
因
が
形
成
さ
れ
て
い
く

こ
と
は
十
分
に
推
｛
疋
で
き
ま
す
。

　
内
気
で
神
経
質
な
子
が
い
じ
め

っ
子
に
な
る
こ
と
は
、
ま
ず
な
い

と
思
っ
て
い
い
で
し
よ
う
。

（5）まつのやま

就
職
・
進
学
さ
れ
る
方
々
へ

異
動
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

　
今
年
も
春
が
近
ず
き
、
進
学
、

就
職
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

　
進
学
、
就
職
等
で
松
之
山
か
ら

他
の
市
町
村
に
引
っ
越
し
を
さ
れ

る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
異

動
の
手
続
き
（
転
出
届
な
ど
）
は
、

キ
チ
ン
と
済
ま
せ
て
か
ら
、
お
出

掛
け
下
さ
い
．

　
こ
の
届
を
忘
れ
る
と
、
国
民
健

康
保
険
に
入
れ
な
か
っ
た
り
、
選

挙
に
参
加
で
き
な
い
、
免
許
証
の

書
き
変
え
が
住
ん
で
い
る
所
で
で

き
な
い
な
ど
　
さ
ま
ざ
ま
な
不
都

合
が
生
じ
ま
す
。

　
引
っ
越
す
日
と
転
出
先
の
住
所

が
決
ま
っ
た
ら
、
行
く
日
の
二
週

間
位
前
か
ら
で
け
っ
こ
う
で
す
の

で
、
次
の
物
を
持
っ
て
役
場
に
お

い
で
下
さ
い
。
転
出
証
明
書
を
発

行
し
ま
す
。

転
出
届
に
必
要
な
も
の
・

o
転
出
先
の
住
所
、
転
出
年
月
日

○
国
民
健
康
保
険
証

　
（
加
入
者
の
み
）

o
印
鑑
登
録
証
（
カ
ー
ド
）

　
（
登
録
し
て
あ
る
方
の
み
）

○
届
け
る
方
の
印
鑑
（
認
印
）

尚
、
松
之
山
で
も
ら
っ
た
転
出
証

明
書
は
、
新
し
い
住
所
に
移
っ
た

日
か
ら
十
四
日
以
内
に
新
住
所
地

の
役
場
に
、
転
入
の
届
出
を
す
る

と
き
必
要
で
す
の
で
無
く
さ
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

※
同
じ
町
内
で
住
所
を
変
え
た
と

　
き
も
届
出
が
必
要
で
す
。
（
転
居

　
届
）
他
の
場
所
に
新
築
し
た
と

　
か
、
同
じ
部
落
で
あ
き
家
に
入

　
っ
た
と
か
。
移
っ
て
か
ら
二
週

　
間
以
内
に
届
出
を
し
て
下
さ
い
。

保健衛生4月の日程

〉4月4日　乳児検診
　新潟大学小児科・堺先生による。該当者には後日

　通知が届きます。

〉4月18日　歯科検診

〉4月25日　献血（第1回）

　役場にて9時30分

・麟墓N痴《凋
　
　
　
　
　
ヨ
　
ヘ

ー
森
吻

扮
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まつのやま（4）
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松之山スキー競技大会成績表

アルペン

ノルデック2月2日

ず

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

▼
幼
年
女
子
A
組
　
　
　
　
分
秒

①
伏
見
英
子
（
J
R
C
）
　
　
　
51・
4
9

②
小
野
島
敏
子
（
松
代
小
）
　
　
5
4
・
47

③
相
沢
み
ど
り
（
松
代
小
）
　
　
5
5
的

▼
幼
年
女
子
8
組

①
佐
藤
麻
紀
（
松
里
小
）
　
　
　
5
4
訂

②
植
木
芽
久
美
（
松
之
山
小
）
　
5
8
・
7
9

③
村
山
由
香
里
（
松
之
山
小
Y
・
0
0
・
5
8

▼
幼
年
男
子
A
組

①
小
野
塚
浩
㎝
（
松
里
小
）
　
　
4
8
・
8
5

②
滝
沢
　
望
（
津
南
J
R
C
）
　
5
0
・
0
2

③
大
倉
　
猛
（
津
南
J
R
C
）
　
50・
3
6

▼
幼
年
男
子
B
組

①
植
木
竜
博
（
松
之
山
小
）
　
　
5
1
・
4
9

②
佐
藤
康
之
（
松
里
小
）
　
　
　
5
2
・
61

③
米
持
将
人
（
室
野
ス
キ
ー
C
）
5
2
・
7
5

▼
少
姦
（
睾
）

①
山
田
千
鶴
（
津
南
中
）
　
　
－
・
2
7
・
12

②
藤
木
陽
子
（
津
南
中
）
　
　
1
・
3
8
・
60

③
津
端
珠
代
（
津
南
中
）
　
　
1
・
3
9
・
53

▼
少
年
組
（
中
学
）

①
関
谷
敏
郎
（
松
代
中
）
　
　
1
・
27
・
4 2

②
涌
井
英
樹
（
津
南
中
）
　
　
－
・
2
9
・
9
2

③
高
橋
　
猛
（
松
之
山
中
）
　
－
・
3
0
・
0
3

▼
高
校
組

①
佐
藤
一
徳
（
安
高
松
之
山
）
1
・
2
8
・
0
5

②
久
保
田
正
志
（
安
高
松
之
山
）
1
・
28・
4
2

③
中
島
　
毅
（
安
高
松
之
山
）
1
・
2
9
・
7
8

▼
成
年
女
子

①
若
杉
智
子
（
．
長
岡
）
　
　
1
・
5
3
・
5
3

②
久
保
田
弘
美
（
埼
玉
）
　
　
－
・
5
5
ゲ
8
6

③
松
本
寿
子
（
埼
玉
）
　
　
2
・
1
3
・
3
6

▼
成
年
男
子
　
一
組

①
島
田
　
保
（
津
南
）
　
　
1
・
28・
8
5

②
大
藤
雅
史
（
埼
玉
）
　
　
　
1
・
2
8
・
98

③
増
田
正
一
（
安
塚
）
　
　
1
・
3
0
・
2
8

▼
成
年
男
子
　
二
組

①
奥
山
富
雄
（
柏
崎
）
　
　
　
1
・
28・
8
5

②
志
賀
悦
雄
（
埼
玉
）
　
　
　
1
・
3
0
・
50

③
佐
藤
嘉
＝
柏
崎
）
　
　
－
・
3
0
力

▼
成
年
男
子
　
三
組

①
植
木
正
昭
（
安
塚
土
木
）
　
　
4
7
・
5
6

②
高
橋
英
次
（
M
R
C
）
　
　
　
5
0
・
7
3

③
村
山
達
三
（
松
代
）
　
　
　
　
51・
6
7

ス
一
フ
ロ
ー
ム

▼
幼
年
男
子
　
A
組
　
　
　
分
秒

①
涌
井
　
享
（
津
南
J
R
C
）
1
・
1
6
7
4

②
大
倉
　
猛
（
津
南
J
R
C
）
1
・
1
8
・
69

③
津
端
岳
夫
（
津
南
J
R
C
V
1
・
B
・
3
5

▼
幼
年
男
子
　
B
組

①
佐
藤
康
之
（
松
里
小
）
　
　
1
・
2
5
・
2
5

②
村
山
　
臣
（
松
里
小
）
　
　
1
・
2
5
・
4
5

③
島
田
直
志
（
津
南
J
R
C
）
1
・
2
7
・
3
1

▼
少
女
組

①
津
端
珠
代
（
津
南
中
）
　
　
1
・
2
4
・
0
1

②
涌
井
順
子
（
津
南
中
）
　
　
1
・
2
4
・
4
0

③
山
田
千
鶴
（
津
南
中
）
　
　
1
・
2
6
・
9
4

▼
少
年
組

①
高
橋
　
猛
（
松
之
山
中
）
　
1
・
3
8
・
96

②
涌
井
英
樹
（
津
南
中
）
　
　
1
・
姐
血

③
．
石
沢
一
泰
（
津
南
中
）
　
　
1
・
姐
．
64

▼
高
校
組

①
佐
藤
一
徳
（
安
高
松
之
山
）
1
・
3
2
・
8
3

②
中
島
　
毅
（
安
高
松
之
山
）
1
・
3
3
・
61

③
市
川
清
司
（
松
代
高
）

▼
成
年
　
一
組

①
大
藤
雅
史
（
埼
玉
）

②
増
田
正
二
安
塚
）

③
金
沢
昌
智
（
津
南
）

▼
成
年
　
二
組

①
奈
須
川
隆
（
埼
玉
）

②
志
賀
悦
雄
（
埼
玉
）

③
佐
藤
嘉
文
柏
崎
）

▼
成
年
三
組

①
植
木
正
昭
（
安
塚
土
木
）

②
鵜
川
尚
之
（
安
塚
土
木
）

③
村
山
達
三
（
松
代
）

1　　1　　1　　　　　1　　1　　1　　　　　1　　1　　1　　　　　1

24　24　20　　　4341　39　　　41　41　40　　　39

66　60　86　　　　54　46　10　　　　4609　74　　　　62

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

▼
幼
女
A
組

①
山
岸
正
美
（
浦
田
小
）

②
庄
山
圭
子
（
豊
原
小
）

③
本
臼
美
加
（
豊
原
小
）

▼
幼
女
B
組

①
柳
　
妙
子
（
松
代
小
）

②
佐
藤
美
穂
（
松
里
小
）

③
渡
辺
千
愛
（
牧
　
小
）

▼
幼
年
A
組

①
吉
野
満
彦
（
安
塚
小
〉

②
小
菅
浩
一
（
安
塚
小
）

③
山
賀
淳
一
（
松
代
小
）

▼
幼
年
B
組

①
飯
田
恒
生
（
牧
　
小
）

分
・
秒

12　　　12　12　11　　　11　11　10　　　11　11　11

39　　　　31　06　42　　　　38　04　43　　　　49　26　16

②
中
村
靖
宏
（
牧
　
小
）

③
飯
塚
一
馬
（
浦
田
小
）

▼
少
女
組

①
日
下
部
さ
や
か
（
安
塚
中
）

②
小
菅
江
美
（
安
塚
中
）

③
桑
原
由
加
子
（
中
里
中
）

▼
少
年
組

①
柳
　
高
浩
（
松
代
中
）

②
吉
野
隆
二
安
塚
中
）

③
斉
藤
真
也
（
松
代
中
）

▼
高
校
・
成
年
組

①
小
林
要
太
（
安
高
松
之
山
）

②
村
山
　
保
（
安
高
松
之
山
）

③
保
坂
直
樹
（
安
高
松
之
山
）

リ
レ
ー

▼
幼
女
組

①
豊
原
小
（
板
倉
町
）

②
浦
田
小
（
松
之
山
町
）

③
牧
小
（
牧
村
）

▼
幼
年
組

①
安
塚
小
（
安
塚
町
）

②
牧
小
A
（
牧
村
）

③
豊
原
小
（
板
倉
町
）

▼
少
女
組

①
浦
田
中
（
松
之
山
町
）

▼
少
年
組

①
松
代
中
（
松
代
町
）

②
松
之
山
中
A
（
松
之
山
町
）

③
中
里
中
（
中
里
村
）

▼
高
校
・
成
年
組

①
松
代
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

②
松
之
山
町
役
場

26　25　21　　　21　21　20　　　　12　12　12　　　　13　12

32　56　37　　　31　21　49　　　54　27　19　　　04　58

「

いじめ
　　いじめっ子

その3

　
現
代
の
い
じ
め
の
大
き
な
特
徴

は
、
い
じ
め
っ
子
自
身
、
い
じ
め

て
い
る
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
い

な
い
こ
と
で
す
。

目
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
と
れ
る
半

　
面
、
他
人
に
対
す
る
思
い
や
り

　
や
温
か
み
に
欠
け
る
。

　
こ
の
よ
う
な
現
代
の
い
じ
准
っ

子
に
共
通
す
る
タ
イ
プ
と
し
て
は
、

ま
ず
成
績
が
良
く
、
発
言
力
も
あ

る
事
か
ら
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
る
こ
と
が
で
き
る
反
面
、
自
己

顕
、
示
欲
が
強
く
、
他
人
に
対
す
る

思
い
や
り
や
温
か
み
に
欠
け
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

■
親
へ
の
不
信
感
や
不
満
が
砂
い

　
じ
め
々
に
走
ら
せ
る
。

　
い
じ
め
っ
子
は
、
家
庭
で
は
”
い

い
子
”
と
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
意
外
と
思
え
る
ほ
ど
多
い
よ
う

で
す
。
母
親
の
イ
メ
ー
、
シ
と
し
て

は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
情
緒
不

安
定
で
感
情
に
ム
ラ
が
あ
り
、
気

分
の
変
化
の
激
し
い
タ
イ
プ
を
思

い
浮
か
、
べ
ま
す
。

　
子
供
に
し
て
み
れ
ば
逆
ら
う
と

面
倒
な
の
で
、
ハ
イ
ハ
イ
と
“
い

い
子
”
を
装
う
。
つ
ま
り
、
心
を

閉
じ
て
肝
分
を
抑
制
t
て
い
る
わ

け
で
、
し
だ
い
に
親
に
対
す
る
不

信
・
不
満
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
閉
ざ
さ
れ
た
心
が
自
分
よ

り
”
弱
い
者
”
に
対
し
て
向
け
ら

れ
て
い
く
と
き
、
い
じ
め
が
発
生

す
る
の
で
す
。

　
い
じ
め
っ
子
の
特
徴
を
考
え
る

と
き
、
為
う
一
つ
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
の
が
、
乳
幼
児
期
か
ら
の
生

育
歴
i
な
か
で
も
親
子
関
係
の

在
り
方
で
す
。
甘
や
か
し
、
溺
愛
、

放
任
が
ど
の
程
度
あ
っ
た
か
、
そ

の
結
果
、
わ
が
ま
ま
（
自
己
中
心
）

が
助
長
さ
れ
、
一
方
で
耐
性
（
が

ま
ん
す
る
心
）
の
欠
如
を
も
た
ら

し
た
の
で
は
な
い
か
…
…
。

　
こ
う
し
た
生
育
歴
に
自
己
顕
示

欲
の
強
い
性
格
が
重
な
っ
て
、
い

じ
め
の
素
因
が
形
成
さ
れ
て
い
く

こ
と
は
十
分
に
推
｛
疋
で
き
ま
す
。

　
内
気
で
神
経
質
な
子
が
い
じ
め

っ
子
に
な
る
こ
と
は
、
ま
ず
な
い

と
思
っ
て
い
い
で
し
よ
う
。

（5）まつのやま

就
職
・
進
学
さ
れ
る
方
々
へ

異
動
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

　
今
年
も
春
が
近
ず
き
、
進
学
、

就
職
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

　
進
学
、
就
職
等
で
松
之
山
か
ら

他
の
市
町
村
に
引
っ
越
し
を
さ
れ

る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
異

動
の
手
続
き
（
転
出
届
な
ど
）
は
、

キ
チ
ン
と
済
ま
せ
て
か
ら
、
お
出

掛
け
下
さ
い
．

　
こ
の
届
を
忘
れ
る
と
、
国
民
健

康
保
険
に
入
れ
な
か
っ
た
り
、
選

挙
に
参
加
で
き
な
い
、
免
許
証
の

書
き
変
え
が
住
ん
で
い
る
所
で
で

き
な
い
な
ど
　
さ
ま
ざ
ま
な
不
都

合
が
生
じ
ま
す
。

　
引
っ
越
す
日
と
転
出
先
の
住
所

が
決
ま
っ
た
ら
、
行
く
日
の
二
週

間
位
前
か
ら
で
け
っ
こ
う
で
す
の

で
、
次
の
物
を
持
っ
て
役
場
に
お

い
で
下
さ
い
。
転
出
証
明
書
を
発

行
し
ま
す
。

転
出
届
に
必
要
な
も
の
・

o
転
出
先
の
住
所
、
転
出
年
月
日

○
国
民
健
康
保
険
証

　
（
加
入
者
の
み
）

o
印
鑑
登
録
証
（
カ
ー
ド
）

　
（
登
録
し
て
あ
る
方
の
み
）

○
届
け
る
方
の
印
鑑
（
認
印
）

尚
、
松
之
山
で
も
ら
っ
た
転
出
証

明
書
は
、
新
し
い
住
所
に
移
っ
た

日
か
ら
十
四
日
以
内
に
新
住
所
地

の
役
場
に
、
転
入
の
届
出
を
す
る

と
き
必
要
で
す
の
で
無
く
さ
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

※
同
じ
町
内
で
住
所
を
変
え
た
と

　
き
も
届
出
が
必
要
で
す
。
（
転
居

　
届
）
他
の
場
所
に
新
築
し
た
と

　
か
、
同
じ
部
落
で
あ
き
家
に
入

　
っ
た
と
か
。
移
っ
て
か
ら
二
週

　
間
以
内
に
届
出
を
し
て
下
さ
い
。

保健衛生4月の日程

〉4月4日　乳児検診
　新潟大学小児科・堺先生による。該当者には後日

　通知が届きます。

〉4月18日　歯科検診

〉4月25日　献血（第1回）

　役場にて9時30分

・麟墓N痴《凋
　
　
　
　
　
ヨ
　
ヘ

ー
森
吻

扮
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か
ら
だ
じ
ゅ
う
で
呼
吸
し
た
か

っ
た
。
辺
り
は
ま
だ
目
覚
め
る
前

で
、
起
き
て
い
る
の
は
先
刻
か
ら

さ
え
ず
ろ
て
い
る
鳥
と
、
私
だ
け

の
よ
う
だ
．

　
空
は
す
で
に
夜
の
衣
を
剥
い
で
、

西
に
は
ま
だ
月
が
残
っ
て
い
る
。

　
東
の
空
は
、
朝
焼
け
に
う
す
あ

か
く
染
ま
り
、
や
が
て
昇
る
太
陽

を
待
つ
よ
う
に
息
を
止
め
て
い
た
。

　
大
気
に
わ
ず
か
に
感
じ
る
夜
の

名
残
り
が
、
私
の
ぼ
ん
や
り
と
し

た
頭
に
も
流
れ
こ
ん
で
く
る
。

　
何
度
も
大
き
く
深
呼
吸
し
な
が

ら
、
体
中
の
窓
を
開
い
て
、
換
気

β
し
て
し
ま
い
た
い
気
に
な
る
。

　
清
新
な
朝
だ
っ
た
。

　
そ
う
い
え
ば
思
い
だ
し
た
。
取

材
に
き
た
新
潟
日
報
の
方
が
言
つ

て
お
ら
れ
た
。

　
「
も
の
の
見
方
や
、
考
え
方
を

育
む
時
期
に
、
こ
ん
な
す
ば
ら
し

い
環
境
で
育
っ
た
と
い
う
の
は
、

と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
う
よ
。
」

　
自
分
で
は
、
そ
う
実
感
し
た
こ

と
は
な
い
が
、
星
を
見
た
こ
と
が

な
い
と
い
う
都
会
の
人
の
話
を
聞

く
と
、
や
は
り
自
分
は
幸
せ
な
の

だ
ろ
う
か
と
思
っ
た
り
も
す
る
。

　
ふ
と
、
修
学
旅
行
で
訪
れ
た
大

阪
の
空
に
は
、
星
一
つ
見
え
な
か

っ
た
の
を
思
い
出
し
た
。

　
街
は
た
し
か
に
昼
間
の
よ
う
に

明
る
く
、
に
ぎ
や
か
で
は
あ
っ
た

け
れ
ど
も
。

　
な
ぜ
こ
の
町
が
こ
ん
な
に
美
し

い
の
か
。
無
論
た
だ
美
し
い
だ
け

な
ら
、
ど
こ
か
の
有
名
な
観
光
地

の
方
が
美
し
い
だ
ろ
う
。

　
観
光
シ
ー
ズ
ン
だ
け
賑
わ
う
町

の
姿
は
、
う
す
っ
ぺ
ら
で
ど
こ
か

し
ら
哀
し
い
。

　
松
之
山
と
は
そ
こ
が
違
う
の
だ

と
思
う
。
松
之
山
に
は
生
活
が
あ

る
。
厳
し
い
自
然
条
件
に
負
け
ず

に
生
き
て
来
た
人
々
の
日
常
に
裏

打
ち
さ
れ
た
文
化
が
あ
る
。

　
こ
の
町
の
美
し
さ
は
立
体
的
な

の
だ
。
写
真
に
と
っ
て
美
し
い
だ

け
の
観
光
地
の
風
景
と
は
違
う
。

　
松
之
山
の
風
景
に
は
人
間
が
い

る
。
今
、
生
き
て
い
る
人
達
の
生

活
と
い
う
広
が
り
と
、
こ
れ
ま
で

生
き
て
き
た
人
達
の
歴
史
と
い
う

奥
行
き
が
、
立
ち
上
が
っ
て
話
し

か
け
て
く
る
の
だ
。

　
と
こ
ろ
が
、
最
近
そ
の
美
し
さ

が
せ
ま
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
そ
れ
は
、
過
疎
の
せ
い
だ
。

　
こ
の
町
に
生
き
て
い
く
人
達
の

数
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
。
そ

し
て
残
っ
て
い
る
人
達
の
心
に
も

「
離
村
」
と
い
う
言
葉
が
し
が
み

つ
い
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な

ら
な
い
。

　
土
地
に
根
を
お
ろ
し
て
生
き
て

い
る
人
が
い
る
か
ら
、
こ
の
町
は

美
し
い
は
ず
な
の
に
、
今
、
懸
命

に
根
の
上
の
土
を
払
い
落
そ
う
と

し
て
い
る
人
が
ふ
え
て
い
る
の
だ
。

　
過
疎
を
食
い
止
め
よ
う
と
す
る

動
き
は
、
あ
ち
こ
ち
で
始
ま
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
と
い
っ
た

郷土提言論文部門

優秀賞

「明日の松之山を考える」

安塚高校松之山分校3年

　早川　朝子

特
効
薬
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
は
い

な
い
。
豪
雪
や
地
滑
り
な
ど
、
松

之
山
の
自
然
は
決
し
て
美
し
い
だ

け
で
は
な
い
．

　
こ
の
町
で
農
業
、
主
に
稲
作
だ

け
で
生
活
し
て
い
く
の
は
大
変
な

こ
と
だ
と
思
う
。
か
と
い
っ
て
観

光
収
入
だ
け
に
頼
る
の
は
、
温
泉

街
と
し
て
確
立
し
て
い
な
い
地
域

に
は
、
は
な
は
だ
心
許
な
い
。

　
松
之
山
が
町
と
し
て
生
き
て
い

く
為
に
は
、
や
は
り
、
稲
作
以
外

の
新
し
い
農
業
の
か
た
ち
を
定
着

さ
せ
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
そ
の
際
に
自
然
を
克
服
す

る
と
考
え
る
よ
り
共
存
す
る
と
考

え
た
方
が
い
い
と
思
う
。

　
ス
キ
ー
場
も
考
え
様
に
よ
っ
て

は
、
そ
の
一
環
な
の
か
も
し
れ
な

　
い
が
、
開
発
に
名
を
貸
り
た
自
然

破
壊
は
手
痛
い
し
っ
。
べ
返
し
を
受

け
る
だ
け
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
周
囲
に
こ
ん
な
に
自
然
が
豊
富

だ
と
、
つ
い
少
し
ぐ
ら
い
と
い
う

気
に
な
る
の
は
、
当
然
と
い
え
ば

当
然
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
一
本
の
木
を
切
り
倒

す
の
は
、
も
の
の
三
分
と
か
か
ら

な
く
て
も
、
そ
の
場
所
に
同
じ
木

を
同
じ
大
き
さ
に
育
て
る
ま
で
に

は
、
何
十
年
も
、
あ
る
い
は
何
百

年
も
か
か
る
の
だ
と
い
う
事
実
は
、

失
わ
れ
易
く
取
り
房
し
に
く
い
自

然
環
境
と
い
う
も
の
を
象
徴
し
て

吐
い
る
よ
う
に
思
う
。

　
こ
の
美
し
い
松
之
山
の
自
然
を

保
護
す
る
為
に
は
、
今
あ
る
自
然

を
損
わ
な
い
努
力
と
正
し
い
開
発

を
行
う
為
の
、
自
然
に
対
す
る
深

い
理
解
が
必
要
だ
と
思
う
。
そ
の

理
解
こ
そ
が
真
に
自
然
と
共
存
し

て
行
く
道
を
教
え
て
く
れ
る
は
ず

だ
．　
と
こ
ろ
で
、
松
之
山
の
明
日
を

考
え
る
時
に
言
え
る
こ
と
は
、
新

し
い
時
代
は
新
し
い
世
代
が
創
り

あ
げ
る
も
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
こ
と
だ
．

　
今
ま
で
の
林
之
山
は
、
耐
え
て

生
き
て
来
た
人
々
の
町
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
も
っ
と
積
極
的
な
活

力
の
あ
る
町
に
し
な
く
て
は
、
新

し
い
時
代
は
や
っ
て
来
な
い
と
思

う
。　
方
法
は
い
く
つ
か
あ
る
だ
ろ
う

が
果
た
し
て
、
そ
れ
を
実
行
し
得

る
若
い
力
が
こ
の
町
に
残
っ
て
い

る
だ
ろ
う
か
。
自
分
の
子
供
に
、

こ
ん
な
苦
労
を
さ
せ
た
く
な
い
と

思
う
の
は
親
心
な
の
か
も
知
れ
な

い
。
だ
が
、
自
分
の
生
き
て
来
た

人
生
を
誇
り
を
も
っ
て
語
れ
な
い

こ
と
は
、
と
て
も
淋
し
い
事
だ
と

思
う
。

　
自
分
の
故
郷
を
自
分
の
子
供
に

故
郷
の
温
も
り
を
伝
え
て
や
れ
る

の
は
、
大
人
た
ち
の
仕
事
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
故
郷
が
衰
え
て
ゆ
く
と
い
う
の

は
、
な
ん
と
切
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。

　
そ
の
思
い
が
あ
る
限
ウ
、
こ
の

松
之
山
に
人
々
の
息
づ
く
朝
を
絶

や
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（7）まつのやま

　
お
金
さ
え
出
せ
ば
、
何
で
も
手

に
入
る
現
代
で
す
が
、
自
分
の
手

で
作
品
を
創
り
出
す
こ
と
も
、
ま

た
違
っ
た
喜
び
が
…
…
と
い
う
こ

と
で
、
東
川
分
館
で
は
、
去
る
二

月
十
八
日
、
婦
人
会
上
布
川
支
部

と
の
共
催
に
よ
り
、
七
宝
焼
教
室

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
焼
き
方
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
方

法
が
あ
り
、
時
と
し
て
想
像
も
し

な
か
っ
た
よ
う
な
優
雅
な
作
品
が

出
来
る
も
の
も
、
七
宝
の
魅
力
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

公民館
“七宝焼教室“

　
当
日
は
三
十
五
名
の
婦
人
が
、

ブ
ロ
ー
チ
や
ペ
ン
ダ
ン
ト
な
ど
の

装
飾
品
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
好
み
の
色
を
盛
っ
た
素
材
が

焼
き
上
が
り
、
色
彩
が
現
れ
る
と
、

「
あ
ら
、
素
敵
！
」
と
、
思
わ
ず

自
分
の
作
品
に
見
と
れ
る
一
幕
も
。

　
な
ご
や
か
な
う
ち
に
進
ん
だ
教

室
も
、
や
が
て
終
了
が
近
ず
く
頃
、

今
回
が
初
め
て
の
経
験
と
は
思
え

な
い
よ
う
な
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

だ
傑
作
が
次
々
と
出
来
上
が
り
ま

し
た
．

みんな真剣なまなざし

松
之
山
冒
険
学
校

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集
！

　
「
自
然
こ
そ
教
師
」
と
い
う
立

場
で
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
自
然
の
も
つ
厳
し
さ
、
雄
大
さ
、

優
し
さ
を
体
験
を
と
お
し
て
学
ば

せ
よ
う
と
、
本
年
も
早
春
の
松
之

山
で
冒
険
学
校
が
開
校
さ
れ
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
、
こ
の
活
動
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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五
、
目
　
的

　
集
団
生
活
に
よ
り
協
調
性
・
自

主
性
を
培
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ら

の
活
動
を
通
じ
て
困
難
に
負
け
な

い
た
く
ま
し
い
心
を
育
て
る
。

六
、
内
　
　
容
　
雪
中
テ
ン
ト
・

　
タ
イ
マ
ツ
サ
1
ビ
ス
・
ハ
ラ
ペ

　
コ
ハ
イ
ク
・
う
ど
ん
作
り
。

七
、
募
集
人
員

　
小
一
～
中
三
ま
で
二
十
名

八
、
参
加
経
費
　
三
〇
〇
〇
円

ん
、
串
し
込
み

　
三
月
二
十
H
ま
で
に
公
民
館
へ

ト
、
そ
の
他

　
H
程
等
詳
細
‘
は
公
民
館
ま
で
お

た
ず
ね
下
さ
い
。

　
．
じ
話
L
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L
轟
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「
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ノ
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循
急
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ノだ

松
之
山
新
春

囲
碁
大
会

開
催
さ
れ
る

　
二
月
九
日
（
H
）
、
松
之
山
町
新

春
囲
碁
大
会
が
、
役
場
の
二
階
を

会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
大
乎
，
の
影
響
も
あ
っ
て
、

参
加
者
が
例
年
よ
り
少
し
少
な
か

っ
た
よ
う
で
す
が
、
一
戦
／
＼
力

の
こ
も
っ
た
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
十
級
か
ら
最
高
位
四
段
ま
で
を

A
・
B
・
C
の
三
つ
の
階
級
に
分

け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
級
の
中
で
総

当
り
戦
を
行
い
ま
し
た
．

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
A
級
　
　
（
初
段
～
四
段
）

一
位
石
塚
幸
貞
　
（
湯
之
島
）

二
位
　
田
辺
啓
治
　
　
（
松
之
山
）

〃
　
村
山
　
伸
　
　
（
湯
本
）

〃
　
相
沢
伸
夫
　
　
（
松
之
山
〉

▼
B
級
　

（
一
級
～
四
級
）

『
位
久
保
田
雄
司
　
（
新
田
）

二
位
　
小
日
成
一
　
（
松
之
山
）

三
位
　
久
保
田
光
栄
へ
天
水
島
）

▼
C
級
　
　
（
κ
級
～
卜
級
）

一
位
南
雲
晴
夫
　
（
西
之
前
）

．
一
位
　
相
沢
達
雄
　

（
小
谷
）

一
．
一
位
　
小
日
竹
造
　
　
（
湯
山
）
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か
ら
だ
じ
ゅ
う
で
呼
吸
し
た
か

っ
た
。
辺
り
は
ま
だ
目
覚
め
る
前

で
、
起
き
て
い
る
の
は
先
刻
か
ら

さ
え
ず
ろ
て
い
る
鳥
と
、
私
だ
け

の
よ
う
だ
．

　
空
は
す
で
に
夜
の
衣
を
剥
い
で
、

西
に
は
ま
だ
月
が
残
っ
て
い
る
。

　
東
の
空
は
、
朝
焼
け
に
う
す
あ

か
く
染
ま
り
、
や
が
て
昇
る
太
陽

を
待
つ
よ
う
に
息
を
止
め
て
い
た
。

　
大
気
に
わ
ず
か
に
感
じ
る
夜
の

名
残
り
が
、
私
の
ぼ
ん
や
り
と
し

た
頭
に
も
流
れ
こ
ん
で
く
る
。

　
何
度
も
大
き
く
深
呼
吸
し
な
が

ら
、
体
中
の
窓
を
開
い
て
、
換
気

β
し
て
し
ま
い
た
い
気
に
な
る
。

　
清
新
な
朝
だ
っ
た
。

　
そ
う
い
え
ば
思
い
だ
し
た
。
取

材
に
き
た
新
潟
日
報
の
方
が
言
つ

て
お
ら
れ
た
。

　
「
も
の
の
見
方
や
、
考
え
方
を

育
む
時
期
に
、
こ
ん
な
す
ば
ら
し

い
環
境
で
育
っ
た
と
い
う
の
は
、

と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
う
よ
。
」

　
自
分
で
は
、
そ
う
実
感
し
た
こ

と
は
な
い
が
、
星
を
見
た
こ
と
が

な
い
と
い
う
都
会
の
人
の
話
を
聞

く
と
、
や
は
り
自
分
は
幸
せ
な
の

だ
ろ
う
か
と
思
っ
た
り
も
す
る
。

　
ふ
と
、
修
学
旅
行
で
訪
れ
た
大

阪
の
空
に
は
、
星
一
つ
見
え
な
か

っ
た
の
を
思
い
出
し
た
。

　
街
は
た
し
か
に
昼
間
の
よ
う
に

明
る
く
、
に
ぎ
や
か
で
は
あ
っ
た

け
れ
ど
も
。

　
な
ぜ
こ
の
町
が
こ
ん
な
に
美
し

い
の
か
。
無
論
た
だ
美
し
い
だ
け

な
ら
、
ど
こ
か
の
有
名
な
観
光
地

の
方
が
美
し
い
だ
ろ
う
。

　
観
光
シ
ー
ズ
ン
だ
け
賑
わ
う
町

の
姿
は
、
う
す
っ
ぺ
ら
で
ど
こ
か

し
ら
哀
し
い
。

　
松
之
山
と
は
そ
こ
が
違
う
の
だ

と
思
う
。
松
之
山
に
は
生
活
が
あ

る
。
厳
し
い
自
然
条
件
に
負
け
ず

に
生
き
て
来
た
人
々
の
日
常
に
裏

打
ち
さ
れ
た
文
化
が
あ
る
。

　
こ
の
町
の
美
し
さ
は
立
体
的
な

の
だ
。
写
真
に
と
っ
て
美
し
い
だ

け
の
観
光
地
の
風
景
と
は
違
う
。

　
松
之
山
の
風
景
に
は
人
間
が
い

る
。
今
、
生
き
て
い
る
人
達
の
生

活
と
い
う
広
が
り
と
、
こ
れ
ま
で

生
き
て
き
た
人
達
の
歴
史
と
い
う

奥
行
き
が
、
立
ち
上
が
っ
て
話
し

か
け
て
く
る
の
だ
。

　
と
こ
ろ
が
、
最
近
そ
の
美
し
さ

が
せ
ま
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
そ
れ
は
、
過
疎
の
せ
い
だ
。

　
こ
の
町
に
生
き
て
い
く
人
達
の

数
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
。
そ

し
て
残
っ
て
い
る
人
達
の
心
に
も

「
離
村
」
と
い
う
言
葉
が
し
が
み

つ
い
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な

ら
な
い
。

　
土
地
に
根
を
お
ろ
し
て
生
き
て

い
る
人
が
い
る
か
ら
、
こ
の
町
は

美
し
い
は
ず
な
の
に
、
今
、
懸
命

に
根
の
上
の
土
を
払
い
落
そ
う
と

し
て
い
る
人
が
ふ
え
て
い
る
の
だ
。

　
過
疎
を
食
い
止
め
よ
う
と
す
る

動
き
は
、
あ
ち
こ
ち
で
始
ま
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
と
い
っ
た

郷土提言論文部門

優秀賞

「明日の松之山を考える」

安塚高校松之山分校3年

　早川　朝子

特
効
薬
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
は
い

な
い
。
豪
雪
や
地
滑
り
な
ど
、
松

之
山
の
自
然
は
決
し
て
美
し
い
だ

け
で
は
な
い
．

　
こ
の
町
で
農
業
、
主
に
稲
作
だ

け
で
生
活
し
て
い
く
の
は
大
変
な

こ
と
だ
と
思
う
。
か
と
い
っ
て
観

光
収
入
だ
け
に
頼
る
の
は
、
温
泉

街
と
し
て
確
立
し
て
い
な
い
地
域

に
は
、
は
な
は
だ
心
許
な
い
。

　
松
之
山
が
町
と
し
て
生
き
て
い

く
為
に
は
、
や
は
り
、
稲
作
以
外

の
新
し
い
農
業
の
か
た
ち
を
定
着

さ
せ
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
そ
の
際
に
自
然
を
克
服
す

る
と
考
え
る
よ
り
共
存
す
る
と
考

え
た
方
が
い
い
と
思
う
。

　
ス
キ
ー
場
も
考
え
様
に
よ
っ
て

は
、
そ
の
一
環
な
の
か
も
し
れ
な

　
い
が
、
開
発
に
名
を
貸
り
た
自
然

破
壊
は
手
痛
い
し
っ
。
べ
返
し
を
受

け
る
だ
け
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
周
囲
に
こ
ん
な
に
自
然
が
豊
富

だ
と
、
つ
い
少
し
ぐ
ら
い
と
い
う

気
に
な
る
の
は
、
当
然
と
い
え
ば

当
然
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
一
本
の
木
を
切
り
倒

す
の
は
、
も
の
の
三
分
と
か
か
ら

な
く
て
も
、
そ
の
場
所
に
同
じ
木

を
同
じ
大
き
さ
に
育
て
る
ま
で
に

は
、
何
十
年
も
、
あ
る
い
は
何
百

年
も
か
か
る
の
だ
と
い
う
事
実
は
、

失
わ
れ
易
く
取
り
房
し
に
く
い
自

然
環
境
と
い
う
も
の
を
象
徴
し
て

吐
い
る
よ
う
に
思
う
。

　
こ
の
美
し
い
松
之
山
の
自
然
を

保
護
す
る
為
に
は
、
今
あ
る
自
然

を
損
わ
な
い
努
力
と
正
し
い
開
発

を
行
う
為
の
、
自
然
に
対
す
る
深

い
理
解
が
必
要
だ
と
思
う
。
そ
の

理
解
こ
そ
が
真
に
自
然
と
共
存
し

て
行
く
道
を
教
え
て
く
れ
る
は
ず

だ
．　
と
こ
ろ
で
、
松
之
山
の
明
日
を

考
え
る
時
に
言
え
る
こ
と
は
、
新

し
い
時
代
は
新
し
い
世
代
が
創
り

あ
げ
る
も
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
こ
と
だ
．

　
今
ま
で
の
林
之
山
は
、
耐
え
て

生
き
て
来
た
人
々
の
町
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
も
っ
と
積
極
的
な
活

力
の
あ
る
町
に
し
な
く
て
は
、
新

し
い
時
代
は
や
っ
て
来
な
い
と
思

う
。　
方
法
は
い
く
つ
か
あ
る
だ
ろ
う

が
果
た
し
て
、
そ
れ
を
実
行
し
得

る
若
い
力
が
こ
の
町
に
残
っ
て
い

る
だ
ろ
う
か
。
自
分
の
子
供
に
、

こ
ん
な
苦
労
を
さ
せ
た
く
な
い
と

思
う
の
は
親
心
な
の
か
も
知
れ
な

い
。
だ
が
、
自
分
の
生
き
て
来
た

人
生
を
誇
り
を
も
っ
て
語
れ
な
い

こ
と
は
、
と
て
も
淋
し
い
事
だ
と

思
う
。

　
自
分
の
故
郷
を
自
分
の
子
供
に

故
郷
の
温
も
り
を
伝
え
て
や
れ
る

の
は
、
大
人
た
ち
の
仕
事
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
故
郷
が
衰
え
て
ゆ
く
と
い
う
の

は
、
な
ん
と
切
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。

　
そ
の
思
い
が
あ
る
限
ウ
、
こ
の

松
之
山
に
人
々
の
息
づ
く
朝
を
絶

や
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（7）まつのやま

　
お
金
さ
え
出
せ
ば
、
何
で
も
手

に
入
る
現
代
で
す
が
、
自
分
の
手

で
作
品
を
創
り
出
す
こ
と
も
、
ま

た
違
っ
た
喜
び
が
…
…
と
い
う
こ

と
で
、
東
川
分
館
で
は
、
去
る
二

月
十
八
日
、
婦
人
会
上
布
川
支
部

と
の
共
催
に
よ
り
、
七
宝
焼
教
室

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
焼
き
方
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
方

法
が
あ
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、
時
と
し
て
想
像
も
し

な
か
っ
た
よ
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優
雅
な
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出
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七
宝
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魅
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と
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い
ま
す
。
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十
五
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や
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ど
の

装
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に
挑
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し
ま
し
た
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そ
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ぞ
れ
好
み
の
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を
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っ
た
素
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が
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上
が
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、
色
彩
が
現
れ
る
と
、
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あ
ら
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素
敵
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と
、
思
わ
ず

自
分
の
作
品
に
見
と
れ
る
一
幕
も
。

　
な
ご
や
か
な
う
ち
に
進
ん
だ
教

室
も
、
や
が
て
終
了
が
近
ず
く
頃
、

今
回
が
初
め
て
の
経
験
と
は
思
え

な
い
よ
う
な
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

だ
傑
作
が
次
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と
出
来
上
が
り
ま

し
た
．
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参
加
者
募
集
！

　
「
自
然
こ
そ
教
師
」
と
い
う
立

場
で
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
自
然
の
も
つ
厳
し
さ
、
雄
大
さ
、

優
し
さ
を
体
験
を
と
お
し
て
学
ば

せ
よ
う
と
、
本
年
も
早
春
の
松
之

山
で
冒
険
学
校
が
開
校
さ
れ
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
、
こ
の
活
動
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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会
が
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役
場
の
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を

会
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に
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て
開
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ま
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加
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例
年
よ
り
少
し
少
な
か

っ
た
よ
う
で
す
が
、
一
戦
／
＼
力

の
こ
も
っ
た
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
十
級
か
ら
最
高
位
四
段
ま
で
を

A
・
B
・
C
の
三
つ
の
階
級
に
分

け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
級
の
中
で
総

当
り
戦
を
行
い
ま
し
た
．

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
A
級
　
　
（
初
段
～
四
段
）

一
位
石
塚
幸
貞
　
（
湯
之
島
）

二
位
　
田
辺
啓
治
　
　
（
松
之
山
）

〃
　
村
山
　
伸
　
　
（
湯
本
）

〃
　
相
沢
伸
夫
　
　
（
松
之
山
〉

▼
B
級
　

（
一
級
～
四
級
）

『
位
久
保
田
雄
司
　
（
新
田
）

二
位
　
小
日
成
一
　
（
松
之
山
）

三
位
　
久
保
田
光
栄
へ
天
水
島
）

▼
C
級
　
　
（
κ
級
～
卜
級
）

一
位
南
雲
晴
夫
　
（
西
之
前
）

．
一
位
　
相
沢
達
雄
　

（
小
谷
）

一
．
一
位
　
小
日
竹
造
　
　
（
湯
山
）
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老
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小
谷
部
落
で
は
、
祝
日
の
二
月

十
一
日
新
春
芸
能
祭
を
開
催
し
、

部
落
民
総
出
で
楽
し
い
、
に
ぎ
や

か
な
一
日
を
過
し
ま
し
た
。

　
こ
の
真
冬
の
芸
能
祭
は
八
ラ
年
で

五
回
目
を
数
え
、
年
ご
と
に
レ
バ

ー
ト
リ
イ
ー
も
増
え
て
盛
大
に
な

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
ム
フ
年
は
三
年
続
き
の
大
雪
の
た

め
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が

部
落
民
の
願
い
が
天
に
通
じ
た
の

か
婿
天
と
な
り
、
会
場
と
な
っ
た

三
省
小
学
校
体
育
館
に
は
、
早
く

か
ら
重
箱
の
包
み
な
ど
を
手
に
し

た
人
達
が
続
々
と
集
ま
っ
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
芸
能
祭
．
最
初
は
民
謡
会

と
カ
ラ
オ
ケ
会
の
発
表
会
だ
っ
た

の
で
す
が
、
ム
フ
で
は
民
謡
、
カ
ラ

オ
ケ
、
踊
り
、
コ
ー
ラ
ス
、
寸
劇

と
盛
り
沢
山
の
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
参
加
者
も
小
谷
部
落
だ
け
で
な

く
、
水
梨
￥
大
荒
戸
の
万
や
松
之

山
、
松
里
、
浦
田
の
万
か
ら
も
参

瞥
加
が
あ
り
、
唄
や
踊
り
の
友
情
出

演
も
い
っ
ば
い
あ
っ
て
、
　
一
段
と

盛
り
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
町
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
（
〈
云

長
・
佐
藤
正
徳
）
は
、
二
月
二
十

一
日
、
明
星
旅
館
に
お
い
て
交
流

く
云
を
開
催
し
、
親
睦
を
深
め
あ
い

ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
東
京
の
葛
飾
か
ら

ス
キ
ー
交
流
の
た
め
松
之
山
を
訪

れ
た
一
人
の
女
性
（
島
村
洋
子
さ

ん
）
の
歓
迎
会
も
行
わ
れ
、
地
元

の
若
い
男
女
約
五
十
名
に
囲
ま
れ
、

大
歓
迎
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
ひ
と
声
か
け
れ
ば
会
場

に
入
り
き
れ
な
い
ほ
ど
集
ま
る
？

青
年
団
も
、
色
々
な
問
題
を
沢
山

か
か
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、

町青年団交流会開催

会場にあふれる若さ

当
日
主
催
者
か
ら
全
青
年
団
員
へ

呼
び
か
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載

し
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
青
年

団
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
下
さ
い
。

「
よ
び
か
け
し

　
青
年
団
に
対
す
る
社
会
的
な
期

待
や
価
値
感
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
地

域
つ
く
り
の
担
い
て
と
し
て
、
青

年
団
の
果
た
す
役
割
は
き
わ
め
て

重
要
で
あ
り
、
組
織
の
内
外
か
ら

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
青
年
団
の
主
体
的

な
力
量
を
高
め
る
と
と
も
に
、
社

会
的
な
期
待
に
応
え
う
る
組
織
を
．

葛飾から来た島村洋子さん

会奈、
あ
父年

㎜
青

つ
く
り
あ
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
￥
喬
年
団
活
動
に

対
す
る
目
信
と
誇
り
を
持
ち
活
動

す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
り

ま
す
。

　
現
在
の
青
年
団
は
、
団
員
不
足

と
厳
し
い
社
会
情
勢
（
文
化
の
多

様
化
）
の
中
で
そ
の
組
織
の
存
続

さ
え
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
も
う
一
度
青
年
団
を
見
直
し

組
織
の
改
革
を
は
じ
め
、
　
一
人
『

人
が
団
員
と
し
て
の
自
己
意
識
を

確
立
で
き
る
よ
う
、
規
約
の
改
正

も
含
め
て
検
討
中
で
あ
り
ま
す
。

　
町
内
に
住
む
青
年
各
位
よ
り
青

年
団
の
必
要
性
を
再
認
識
し
て
い

た
だ
き
住
み
良
い
町
つ
く
り
に
励

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

酬まつのやま

を体騒が
イ
生
テ
学
ス
の
ひ繋

　
松
之
山
に
ス
キ
ー
場
が
出
来
て

か
ら
三
年
目
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　
今
ま
で
に
関
東
万
面
や
色
々
な

所
か
ら
学
生
団
体
に
よ
る
利
用
が

沢
山
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
、
ス

キ
ー
実
習
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中

に
．
地
元
の
民
家
で
一
日
を
過
ご

す
ホ
！
ム
ス
テ
ィ
を
組
み
入
れ
た

学
校
が
あ
り
、
体
験
談
を
聞
い
て

み
ま
し
た
。

　
こ
の
学
校
は
、
東
京
世
田
谷
に

あ
る
日
本
児
童
文
化
専
門
学
院
と

い
う
短
期
制
の
専
門
学
校
で
す
。

　
二
月
十
｝
臼
か
ら
十
五
臼
ま
で

合
宿
を
行
い
、
そ
の
中
の
｝
日
を

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
に
あ
て
て
い
ま
す
。

　
三
十
五
人
が
二
人
か
ら
三
人
の

班
に
分
か
れ
、
天
水
越
部
落
の
十

みんなで体験発表しあう

七
戸
で
雪
お
ろ
し
な
ど
手
伝
っ
た

り
し
な
が
ら
二
慢
を
過
し
ま
し
た
。

　
み
ん
な
初
め
て
の
体
験
で
感
想

も
ま
ち
く
で
し
た
が
、
い
く
つ

か
紹
介
し
ま
す
と
．
ま
ず
家
が
大

き
い
こ
と
。
掘
コ
9
ツ
が
め
ず
ら

し
い
。
子
供
が
少
な
く
て
か
わ
い

そ
う
。
三
世
代
、
四
世
代
の
家
族

が
同
居
し
て
い
る
。
み
ん
な
そ
段

ぐ
で
親
切
だ
。
け
ん
ち
ん
汁
が
う

ま
い
。
な
ど
＜
。

　
ま
た
￥
保
育
所
に
行
っ
て
来
た

学
生
も
い
て
、
保
育
所
が
広
い
の

と
保
田
さ
ん
が
少
な
い
の
に
驚
い

た
。
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
に
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

部落対抗玉入れレース（布川地区）

各地区で雪上運動会が

にかやぎに

町
遭
謬
囎
劇
淵

轟嚢、繰。㌶

雪にも負けず力強く選手宣誓（三省地区）

翼

こぽさないように早く、早く！（布川地区）

　
二
月
十
六
日
、
松
之
山
、
三
省
、

松
里
、
浦
田
の
四
地
区
で
雪
上
運

動
会
（
ス
キ
ー
大
会
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
臼
は
、
朝
か
ら
雪
が
降
り

続
き
、
と
き
お
り
強
い
風
な
ど
も

吹
き
最
悪
の
コ
ン
テ
シ
ョ
ン
の
中

寒
さ
に
ふ
る
え
な
が
ら
の
大
会
で

し
た
。
カ
ゼ
な
ど
引
い
た
万
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

　
午
前
中
で
や
め
た
地
区
、
午
後

は
屋
内
で
や
っ
た
所
、
吹
雪
の
中

一
日
頑
張
っ
た
所
と
ま
ち
ま
ち
だ

っ
た
よ
う
で
す
。

　
布
川
地
区
は
、
　
一
週
間
後
の
二

月
二
十
二
日
、
前
の
日
曜
日
と
打

っ
て
変
わ
り
快
晴
の
中
行
い
、
顔

を
頁
っ
黒
に
し
な
が
ら
、
部
落
対

抗
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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が
同
居
し
て
い
る
。
み
ん
な
そ
段

ぐ
で
親
切
だ
。
け
ん
ち
ん
汁
が
う

ま
い
。
な
ど
＜
。

　
ま
た
￥
保
育
所
に
行
っ
て
来
た

学
生
も
い
て
、
保
育
所
が
広
い
の

と
保
田
さ
ん
が
少
な
い
の
に
驚
い

た
。
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
に
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

部落対抗玉入れレース（布川地区）

各地区で雪上運動会が

にかやぎに

町
遭
謬
囎
劇
淵

轟嚢、繰。㌶

雪にも負けず力強く選手宣誓（三省地区）

翼

こぽさないように早く、早く！（布川地区）

　
二
月
十
六
日
、
松
之
山
、
三
省
、

松
里
、
浦
田
の
四
地
区
で
雪
上
運

動
会
（
ス
キ
ー
大
会
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
臼
は
、
朝
か
ら
雪
が
降
り

続
き
、
と
き
お
り
強
い
風
な
ど
も

吹
き
最
悪
の
コ
ン
テ
シ
ョ
ン
の
中

寒
さ
に
ふ
る
え
な
が
ら
の
大
会
で

し
た
。
カ
ゼ
な
ど
引
い
た
万
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

　
午
前
中
で
や
め
た
地
区
、
午
後

は
屋
内
で
や
っ
た
所
、
吹
雪
の
中

一
日
頑
張
っ
た
所
と
ま
ち
ま
ち
だ

っ
た
よ
う
で
す
。

　
布
川
地
区
は
、
　
一
週
間
後
の
二

月
二
十
二
日
、
前
の
日
曜
日
と
打

っ
て
変
わ
り
快
晴
の
中
行
い
、
顔

を
頁
っ
黒
に
し
な
が
ら
、
部
落
対

抗
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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。
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の
み
な
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ん
へ
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法
人
新
潟
県
中
小
企
業
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興
公
社
で
は
、
中
小
企
業
の
み
な

さ
ん
が
必
要
と
す
る
新
鋭
機
械
設

備
を
長
期
・
低
利
の
割
賦
賑
売
方

式
で
譲
渡
す
る
「
設
備
貸
与
制
度
」

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
受
付
開
始

は
、
　
「
昭
和
六
十
一
年
三
月
一
日
」

か
ら
で
受
付
窓
自
は
、
　
（
町
振
興

課
）
で
行
い
ま
す
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○
制
度
の
概
要

一
、
貸
与
額

　
二
十
万
円
以
上
五
千
万
円
ま
で

　
（
一
企
業
が
利
用
出
来
る
額
）

一
一
、
貸
与
損
料

　
年
五
％
及
び
五
・
五
％

　
（
利
息
相
当
分
）

三
、
貸
与
期
間

　
四
年
半
又
は
六
年
半
と
七
年

　
（
返
済
期
間
）

　
※
貸
与
額
・
貸
与
損
料
・
貸
与

　
　
期
間
は
、
企
業
規
模
・
申
込

　
　
設
備
等
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

　
　
異
な
っ
て
い
ま
す
。

四
、
申
込
期
限

　
申
込
額
が
事
業
予
算
額
に
達
す

　
る
ま
で

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
振
興

課
又
は
直
接
公
社
へ
お
問
合
せ
下

さ
い
。

一
丁
九
五
〇

　
新
潟
市
新
光
町
一
五
番
地
二

（
新
潟
県
公
社
総
合
ビ
ル
七
F
）

財
団
法
人
新
潟
県
中
小
企
業
振
興

公
社
電
話
〇
二
五
二
ー
八
五
1
0
0
二

五

公共職業安定所の組織が

　　　　」　一　，這　　〃

　　　●●

嘩籔

変わります

高校生の意識調査
　町が59年度に実施した高校生の意識調査の1部を発表し

ます。

　また、53年度調査や県の58年度調査の結果とも比較でき

るようにしました。

　なお、質問に対して特に重要と思われる事項のみ抽出し

て掲載してあります。

※青少年非行の原因はどこにあると思いますか。にあると思いますか。

　　　　　　　■　　　　　　　　　　　59年町調査
　　　　　　　　　　　53年町調査
　　　　　　　　　　　58年県調査

　　　　　　　34．1％
　　　　　　　32．3％
　　　　　　　32．5％

31。8％

42．2％

26．0％

青少年をとりまく

環境に問題がある

青少年の心がまえ

に問題がある

21．8％

17．0％

23．8％
家庭に問題がある

　
上
越
地
域
に
お
け
る
労
働
市
場

の
新
し
い
変
化
等
に
対
応
し
て
労

働
省
で
は
、
同
地
域
の
公
共
職
業

安
定
所
組
織
の
再
編
整
理
を
行
い
、

上
越
南
及
び
上
越
北
公
共
職
業
安

定
所
の
統
合
や
、
新
井
公
共
職
業

安
定
所
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
四

月
一
日
か
ら
公
共
職
業
安
定
所
の

組
織
・
名
称
が
次
の
と
お
り
変
更

さ
れ
ま
す
。

○
上
越
南
及
び
上
越
北
公
共
職
業

　
安
定
所
セ
統
合
し
て
、
上
越
公

　
共
職
業
安
定
所
と
な
り
、
上
越

　
北
公
共
職
業
安
定
所
を
上
越
公

　
共
職
業
安
定
所
上
越
北
出
張
所

　
と
改
組
、
改
称
さ
れ
る
予
定
で

欝育に問題邑1霧

その他騰
　59年町調査と5β年県調査との間には大差のないことがわ

かる。

　また59年町調査と53年町調査と比較して注目されるのが

が「青少年の心がまえに問題がある」というのが約10％減

少し、逆に「家庭に問題があるというのが5％増加してい

ることである。

　このことから、青少年非行の原因の三要素として「環境」

「青少年自身」　「家庭」があげられる。

す
．

○
上
越
南
公
共
職
業
安
定
所
安
塚

　
出
張
所
を
上
越
公
共
職
業
安
定

　
所
安
塚
分
室
に
改
組
・
改
称
さ

　
れ
る
予
定
で
す
。

○
上
越
南
公
共
職
業
安
定
所
新
井

　
分
室
は
、
新
井
公
共
職
業
安
定

　
所
と
し
て
独
立
し
ま
す
。

　
な
お
、
改
組
後
の
各
所
の
所
在

地
並
び
に
管
轄
区
域
は
、
当
面
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
、
上
越
南
公
共
職
業
安

　
定
所
庶
務
課
（
電
話
〇
二
五
五

　
ー
二
三
－
六
ご
二
）
に
お
問

　
合
せ
く
だ
さ
い
。

乃・

a
轡
簸

　
　
　
ー
　
や

　
　
　
ど

今
凄
は

自
く
刀
で

、

や
、
評

　
　
　
　
愈

　
　
　
　
⑨
．

ミ
ニ
鋼
臓

㈲まつのやま

㌧並物
瘡

廟
・
累

ざ
科

　
　
　
　
而

δ
一
ド
ー

／／・ll”／／l・t

　
ム

．
・
氏

“
　
罵

　
　
σ

　｛冬盆久夢

糠甑
聯編

グ
ー
レ

ゴ
ヘ
　
　
　
し

藤
。

）

　
昨
年
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
に
よ

る
と
、
現
在
、
日
本
の
総
人
口
は

一
億
二
千
百
五
万
人
だ
そ
う
で
す
。

　
大
正
九
年
に
第
一
回
の
国
勢
調

査
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
と

き
は
五
千
五
百
九
十
六
万
人
で
し

た
の
で
、
六
十
五
年
間
に
二
・
一

六
倍
増
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
世
界
の
人
口
は
ど

う
か
と
い
う
と
、
四
十
八
億
四
千

人
で
、
日
本
の
人
口
は
そ
の
二
・

五
％
を
占
め
て
い
る
事
に
な
り
ま

す
。
各
国
の
人
口
を
み
る
．
と
、
隣

の
国
、
中
国
が
十
億
六
千
万
人
と

圧
倒
的
に
多
く
、
以
下
、
イ
ン
ド

（
七
・
八
億
人
）
ソ
ビ
エ
ト
（
二
・

八
億
人
）
ア
メ
リ
カ
（
二
・
四
億

人
）
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
一
・
六
億
〉

ブ
ラ
．
シ
ル
ニ
・
四
億
人
）
と
続

い
て
お
り
、
日
本
は
七
番
目
に
人

口
の
多
い
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
、
人
口
密
度
も
世
男
の
平
均
が
、

一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
り
三
十

六
人
に
対
し
、
日
本
は
三
百
二
十

五
人
と
大
変
多
く
、
世
界
で
四
番

目
に
密
度
の
高
い
国
と
な
っ
て
い

ま
す
。
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損
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％
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息
相
当
分
）

三
、
貸
与
期
間

　
四
年
半
又
は
六
年
半
と
七
年

　
（
返
済
期
間
）

　
※
貸
与
額
・
貸
与
損
料
・
貸
与

　
　
期
間
は
、
企
業
規
模
・
申
込

　
　
設
備
等
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

　
　
異
な
っ
て
い
ま
す
。

四
、
申
込
期
限

　
申
込
額
が
事
業
予
算
額
に
達
す

　
る
ま
で

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
振
興

課
又
は
直
接
公
社
へ
お
問
合
せ
下

さ
い
。

一
丁
九
五
〇

　
新
潟
市
新
光
町
一
五
番
地
二

（
新
潟
県
公
社
総
合
ビ
ル
七
F
）

財
団
法
人
新
潟
県
中
小
企
業
振
興

公
社
電
話
〇
二
五
二
ー
八
五
1
0
0
二

五

公共職業安定所の組織が

　　　　」　一　，這　　〃

　　　●●

嘩籔

変わります

高校生の意識調査
　町が59年度に実施した高校生の意識調査の1部を発表し

ます。

　また、53年度調査や県の58年度調査の結果とも比較でき

るようにしました。

　なお、質問に対して特に重要と思われる事項のみ抽出し

て掲載してあります。

※青少年非行の原因はどこにあると思いますか。にあると思いますか。

　　　　　　　■　　　　　　　　　　　59年町調査
　　　　　　　　　　　53年町調査
　　　　　　　　　　　58年県調査

　　　　　　　34．1％
　　　　　　　32．3％
　　　　　　　32．5％

31。8％

42．2％

26．0％

青少年をとりまく

環境に問題がある

青少年の心がまえ

に問題がある

21．8％

17．0％

23．8％
家庭に問題がある

　
上
越
地
域
に
お
け
る
労
働
市
場

の
新
し
い
変
化
等
に
対
応
し
て
労

働
省
で
は
、
同
地
域
の
公
共
職
業

安
定
所
組
織
の
再
編
整
理
を
行
い
、

上
越
南
及
び
上
越
北
公
共
職
業
安

定
所
の
統
合
や
、
新
井
公
共
職
業

安
定
所
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
四

月
一
日
か
ら
公
共
職
業
安
定
所
の

組
織
・
名
称
が
次
の
と
お
り
変
更

さ
れ
ま
す
。

○
上
越
南
及
び
上
越
北
公
共
職
業

　
安
定
所
セ
統
合
し
て
、
上
越
公

　
共
職
業
安
定
所
と
な
り
、
上
越

　
北
公
共
職
業
安
定
所
を
上
越
公

　
共
職
業
安
定
所
上
越
北
出
張
所

　
と
改
組
、
改
称
さ
れ
る
予
定
で

欝育に問題邑1霧

その他騰
　59年町調査と5β年県調査との間には大差のないことがわ

かる。

　また59年町調査と53年町調査と比較して注目されるのが

が「青少年の心がまえに問題がある」というのが約10％減

少し、逆に「家庭に問題があるというのが5％増加してい

ることである。

　このことから、青少年非行の原因の三要素として「環境」

「青少年自身」　「家庭」があげられる。

す
．

○
上
越
南
公
共
職
業
安
定
所
安
塚

　
出
張
所
を
上
越
公
共
職
業
安
定

　
所
安
塚
分
室
に
改
組
・
改
称
さ

　
れ
る
予
定
で
す
。

○
上
越
南
公
共
職
業
安
定
所
新
井

　
分
室
は
、
新
井
公
共
職
業
安
定

　
所
と
し
て
独
立
し
ま
す
。

　
な
お
、
改
組
後
の
各
所
の
所
在

地
並
び
に
管
轄
区
域
は
、
当
面
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
、
上
越
南
公
共
職
業
安

　
定
所
庶
務
課
（
電
話
〇
二
五
五

　
ー
二
三
－
六
ご
二
）
に
お
問

　
合
せ
く
だ
さ
い
。

乃・

a
轡
簸

　
　
　
ー
　
や

　
　
　
ど

今
凄
は

自
く
刀
で

、

や
、
評

　
　
　
　
愈

　
　
　
　
⑨
．

ミ
ニ
鋼
臓

㈲まつのやま

㌧並物
瘡

廟
・
累

ざ
科

　
　
　
　
而

δ
一
ド
ー

／／・ll”／／l・t

　
ム

．
・
氏

“
　
罵

　
　
σ

　｛冬盆久夢

糠甑
聯編

グ
ー
レ

ゴ
ヘ
　
　
　
し

藤
。

）

　
昨
年
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
に
よ

る
と
、
現
在
、
日
本
の
総
人
口
は

一
億
二
千
百
五
万
人
だ
そ
う
で
す
。

　
大
正
九
年
に
第
一
回
の
国
勢
調

査
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
と

き
は
五
千
五
百
九
十
六
万
人
で
し

た
の
で
、
六
十
五
年
間
に
二
・
一

六
倍
増
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
世
界
の
人
口
は
ど

う
か
と
い
う
と
、
四
十
八
億
四
千

人
で
、
日
本
の
人
口
は
そ
の
二
・

五
％
を
占
め
て
い
る
事
に
な
り
ま

す
。
各
国
の
人
口
を
み
る
．
と
、
隣

の
国
、
中
国
が
十
億
六
千
万
人
と

圧
倒
的
に
多
く
、
以
下
、
イ
ン
ド

（
七
・
八
億
人
）
ソ
ビ
エ
ト
（
二
・

八
億
人
）
ア
メ
リ
カ
（
二
・
四
億

人
）
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
一
・
六
億
〉

ブ
ラ
．
シ
ル
ニ
・
四
億
人
）
と
続

い
て
お
り
、
日
本
は
七
番
目
に
人

口
の
多
い
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
、
人
口
密
度
も
世
男
の
平
均
が
、

一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
り
三
十

六
人
に
対
し
、
日
本
は
三
百
二
十

五
人
と
大
変
多
く
、
世
界
で
四
番

目
に
密
度
の
高
い
国
と
な
っ
て
い

ま
す
。



ー
〇
二
ー

まつのやま（12）

入
札
結
果

▽
産
第
四
十
一
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
水
路
（
湯
之
島
地
区
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
三
二
〇
万
円

▽
産
第
四
十
二
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
道
路
（
湯
之
島
地
区
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
二
〇
〇
万
円

▽
産
第
四
十
三
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
水
路
（
新
田
地
区
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
　
九
〇
万
円

▽
産
第
四
十
四
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
水
路
（
曽
根
地
区
〉

　
飯
塚
建
設
　
　
　
　
九
〇
万
円

▽
産
第
四
十
五
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
田
（
曽
根
地
区
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
　
四
五
万
円

▽
産
第
四
十
六
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
田
（
松
口
地
区
）

大
海
組
　
　
　
　
九
五
万
円

▽
産
第
四
十
七
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
田
（
三
桶
地
区
）

大
海
組
　
　
　
　
七
五
万
円

▽
産
第
四
十
八
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
道
路
（
水
梨
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
六
〇
万
円

▽
産
第
四
十
九
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
水
路
（
水
梨
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
八
○
万
円

▽
産
第
五
十
号
　
耕
地
災
害
復
旧

　
田
（
水
梨
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
八
○
万
円

▽
産
第
五
十
一
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
水
路
（
天
水
越
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
八
○
万
円

▽
産
第
五
十
二
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
田
（
天
水
越
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
三
〇
万
円

▽
産
第
五
十
三
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
田
パ
天
水
越
地
区
）

　
高
僑
組
　
　
　
　
　
一
七
〇
万
円

春の火災予防運動

日～7日まで4月

怖いのは「消したつもり」と「消えたはず」

ご家庭の方へお願い

　火災から大切な命や財産を守るため、次のことに心

がけてください。

1、幼児・老人・身体の不自由な人だけを残して外出

　しない。

2、タバコ火災を防ぐため、吸いがらの確実な後始末、

　寝タバコはしない習慣を！

3、天ぷら油火災を防ぐため、料理中は絶対にその場を

離れない。離れるときは火を消して。

4、風呂の空だき火災を防ぐため、火をつける前に水

　量の点検を忘れずに。

消火器の悪質な訪問販売にご注意を！

消火器の悪質な訪問販売にご注意を！

▽
産
第
五
十
四
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
田
（
天
水
島
地
区
）

　
大
海
組
　
　
　
　
二
二
五
万
円

▽
産
第
五
十
五
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
道
路
（
天
水
島
地
区
）

　
大
海
組
　
　
　
　
　
六
五
万
円

▽
産
第
五
十
六
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
水
路
（
天
水
島
地
区
）

　
大
海
組
　
　
　
　
皿
七
五
万
円

▽
産
第
五
十
七
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
道
路
（
天
水
越
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
一
、
一
二
〇
万
円

▽
産
第
五
十
八
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
道
路
（
新
田
地
区
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
七
〇
〇
万
円

▽
産
第
五
十
九
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
水
路
（
湯
之
島
地
区
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
五
六
〇
万
円

▽
産
第
六
十
号
　
耕
地
災
害
復
旧

　
水
路
（
湯
山
地
区
）

大
海
組
　
　
　
　
七
〇
万
円

▽
産
第
六
十
一
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
水
路
（
猪
之
名
地
区
）

　
大
海
組
　
　
　
　
｝
八
O
万
円

▽
産
第
六
十
二
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
道
路
（
天
水
越
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
二
四
五
万
円

▽
産
第
六
十
三
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
　
農
地
保
全
（
水
梨
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
二
八
五
万
円

こ
よ
ゐ

432▼日日日二二
月
の
で
き
ご
と

6
日

7
日

201817
日　日　日

272623
日　日　日

28
日

松
之
山
ス
キ
ー
競
技
会

国
保
運
営
協
議
会

議
会
総
民
委
員
会

（
5
日
ま
で
）

町
老
人
ク
ラ
ブ
会
議

県
の
災
害
救
助
条
例
延
長

（
1
5
日
ま
で
）

国
の
災
害
救
助
法
適
用

（
1
6
日
ま
で
）

確
定
申
告
納
税
相
談

選
挙
管
理
委
員
会

杜
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

国
民
年
金
委
員
研
修
会

ス
キ
ー
バ
ッ
チ
テ
ス
ト

総
合
計
画
審
議
会

安
塚
高
校
松
之
山
分
校
卒

業
式
農
業
委
員
会
総
会

町
民
生
委
員
協
議
会

▼
三
月
の
予
定

6
日

31　2823201916
日　日　日　日　日　日

議
会
定
例
会

（
－
o
日
ま
で
）

ス
キ
ー
バ
ッ
チ
テ
ス
ト

労
働
賃
金
協
定
会

保
健
対
策
推
進
協
議
会

ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

議
会
臨
時
会

県
知
事
選
挙
告
示

農
業
委
員
会
総
会

、
鞍

の7

コ
ヤ
，

臨

19864月号（，、122）

4月1目現在　［コ総人口4，318人（一109）口男2

（）内は3月1日との比較


